
市報INA
い な

未来を織りなす  創造と循環のまち  伊那市
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昨年10月に市無形民俗文化財に指定された「ざざ虫漁」。

冬の漁期に、川底の石を足や万能鍬でガリガリとかき、流された

水生昆虫「ざざ虫」を小型の四つ手網で捕獲します。水生昆虫を

採って食べる文化は全国的にも珍しく、後世に伝えていきたい

大切な地域文化です。

冬の天竜川
に生きる伝

統
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P1 申告相談のお知らせ申告相談のお知らせ

今月の特集

新しい民生児童委員・主任児童委員の紹介
伊那市中学生キャリアフェス2025
地域を守る消防団



申
告
相
談
の
お
知
ら
せ

令
和
８
年
度 

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税

問
税
務
課 

市
民
税
係

　
本
年
も
市
県
民
税・所
得
税
な
ど
の
申
告
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　
入
室
可
能
時
刻
か
ら
相
談
終
了
ま
で
70
分

程
度
で
す
。相
談
内
容
等
に
よ
っ
て
前
後
し
ま

す
の
で
お
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。次
の
申
告
方
法
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆
e‐T
a
x（
確
定
申
告
の
み
）

◆
市
県
民
税（
住
民
税
）の
電
子
申
告

◆
郵
送

◆
申
告
相
談
会
場　
直
接
提
出

申告に必要な書式は税務課、各支所に
あります(数に限りがあります)。ダウン
ロードも可能です。詳しくは国税庁HP
をご覧ください。また、確定申告をす
る必要のない方は、住民税申告の電
子申告をご利用ください。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
持
って
い
な

い
場
合
は
①
通
知
カ
ー
ド（
住
所

氏
名
等
が
住
民
票
と
同
一
の
も

の
）ま
た
は
個
人
番
号
記
載
の
住

民
票
と
②
本
人
確
認
書
類
） 

◆
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
、そ
の
他
の
所
得
の
収
入・経
費

が
わ
か
る
資
料 

◆
控
除
に
つ
い
て
の
証
明
書
類（
生
命

保
険
料
・
地
震
保
険
料
・
小
規
模

企
業
共
済
等
掛
金
の
証
明
書
、国

民
年
金・国
民
年
金
基
金
の
保
険

料
控
除
証
明
書
、医
療
費
控
除
の

明
細
書（
注
１
、２
）、寄
附
金
等
の

領
収
書
、障
害
者
手
帳
等
）

◆
決
算
書（
注
２
）

◆
扶
養
親
族
の
所
得
内
容
が
わ
か
る

書
類

◆
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

（
注
２
）
決
算
書
、
医
療
費
控
除
の
明

細
書
は
事
前
の
作
成
を
お
願
い
し
ま

す
。
作
成
が
な
い
場
合
は
申
告
相
談
が

で
き
ま
せ
ん
。

（
注
１
）医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る

に
は「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」の
添
付

が
必
須
で
す
。領
収
書
は
５
年
間
保
存

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
青
色
申
告

◆
住
宅
ロ
ー
ン
控
除（
初
回
）の
申
告

◆
不
動
産・株
式
等
譲
渡
所
得
の
申
告

◆
山
林
所
得
の
申
告

◆
損
失・繰
越
損
失
の
申
告

◆
令
和
６
年
分
以
前
の
確
定
申
告

◆
消
費
税・贈
与
税
の
申
告

　
市
報
8
ペ
ー
ジ「
税
務
署
か
ら
の
お

知
ら
せ
」も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

次
の
申
告
は
、市
役
所・総
合
支

所
の
相
談
会
場
で
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
。税
務
署
の
申
告
会
場

『
い
な
っ
せ
』で
受
け
付
け
ま
す
。

2月

3月

16日(月)
17日(火)

　　18日(水)
　　19日(木)
　　20日(金)
　　24日(火)
　　25日(水)

26日(木)
27日(金)
２日(月)

　　３日(火)
　　４日(水)
　　５日(木)
　　６日(金)
　　９日(月)
10日(火)

　　11日(水)
12日(木)
13日(金)
16日(月)

全区域（混雑が予想されます）
御園・山寺・小四郎久保
荒井・小沢・平沢・横山・荒井内の萱・坂下
手良地区
日影・上の原・境
西町・ますみヶ丘・中の原・富県地区(桜井・貝沼) 
富県地区(上新山・北新・北福地・南福地） 
狐島・美原・前原・若宮・仙美
中央・上新田・下新田
上牧・野底・福島
美篶地区（芦沢・笠原・南割・上大島・末広・上原）
美篶地区（中県・下県・上川手・下川手・青島・横町）
東春近地区（車屋・中組・渡場・原新田・榛原）
東春近地区（中殿島・下殿島・田原・暁野・木裏原）
西箕輪地区（大泉新田・吹上・羽広・上戸・梨ノ木）
西箕輪地区（中条・与地・大萱・星ヶ丘）
西春近地区（小出一区・二区・三区・小出島区）
西春近地区（沢渡・表木・諏訪形・赤木・下牧）
全区域
全区域

×
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×
×
〇
〇
〇
〇
〇
×

×
〇
〇
〇
〇
○
○
×
×
×
×
〇
〇
〇
〇
×
×
〇
〇
×

会　場
期　日

市役所　多目的ホール
※整理券を配布します。整理券に書いてある時間までは会場外でお待ちください。 高遠町総合支所 長谷総合支所

216月

316月

申告相談期間

国税庁 伊那市

　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
会
場
は
予
約

が
可
能
で
す
。な
お
、予
約
枠
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。予
約
の
な
い
方
は
会
場
で

整
理
券
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
締
切
日　
２
月
１１
日（
水・祝
）

相
談
予
約
は

市
公
式
L
I
N
E
か
ら

（市役所会場の整理券は午前
11時30分～午後1時30分の
間も配布しています）
※午前中に来庁いただいても、
混雑の様子により午後の受
付となる場合があります。

※市役所会場、高遠町・長谷
総合支所会場共に、指定地
区以外の方であっても相
談可能です。

■受付時間
♦多目的ホール
午前8時30分～午後4時
（混雑状況により受付を終了
する場合があります）
♦高遠町・長谷総合支所
午前8時30分～11時
午後1時～3時
■相談時間（各会場とも）
午前9時～11時30分
午後1時30分～4時30分

高遠町・長谷総合支所では
×印の日は申告相談を
行いませんので
ご注意ください。

・市
公
式
L
I
N
E
を
友
だ
ち

登
録

　
　
　
　
　
◀

・ト
ー
ク
画
面
か
ら
各
種
予
約
を
選
択

　
　
　
　
　
◀

・「
申
告
相
談

予
約
」を
選
択

予
約
の
な
が
れ

市公式LINE
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はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい
はい

はいはい

はい

はい

はい税務署へ確定申告書を
提出しますか？

公的年金（遺族・障害年金を除く）収入のみですか？

公的年金等の受給者の扶養親族等
報告書を正しく提出していますか？

勤務先で年末調整をしましたか？

年末調整をした会社以外から、
給与の支払いを受けましたか？

医療費、社会保険、生命保険、扶養など
の各種控除を追加、変更しますか？

医療費、社会保険、生命保険、扶養
などの各種控除を追加しますか？

次に該当する方ですか？
65歳未満の方（昭和36年1月2日以降生まれ）
　…年金収入98万円以下
65歳以上の方（昭和36年1月1日以前生まれ）
　…年金収入148万円以下

令和8年1月1日現在に
お住まいの市町村へ
申告してください

市県民税の
申告は
不要です

市県民税の申告は
不要です

所得税の確定申告または
市県民税の申告が必要です
所得税の確定申告または
市県民税の申告が必要です

市県民税の申告は不要です
※公的年金に係る雑所得が20万円を超える
　方は確定申告が必要な場合があります。

※確定申告が市県民税申告を兼ねています。

市県民税の
申告が
必要です

市県民税の
申告が
必要です

市県民税の申告は不要です

同居している家族の税
金上の扶養になっていま
すか？
※別居している家族の扶養に
なっている方は「いいえ」へ。

令和7年（2025年）中に収入はありましたか？
※遺族・障害年金、失業給付、特別定額給付金、児童扶養手当などの非課税
所得のみの方は「いいえ」へ。

令和8年1月1日現在、伊那市に住民登録がありますか？
※住民登録はないが、生活の本拠が伊那市の場合は「はい」へ。

公的年金以外の収入は、給与収入のみですか？
※ほかに非課税の収入がある方は「はい」へ。

あなたは市県民税の申告が必要でしょうか・・・？
流れにしたがって確認してみましょう

スタート

い
い
え

い
い
え

い
い
え

(注)市県民税の申告が必要な方の申告がない
場合、市県民税が確定しないことに起因す
る、市民サービス（国民健康保険税、保育
料、介護保険料、福祉医療等）に係る負担
の軽減が適用されない場合があります。

申告はご自宅からできて便利なｅ－Tａｘで！

（注）
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　民生児童委員は地域を見守り、地域住民の身近な相談相手、専門機関へのつなぎ役です。主任児童委員はこどもや子
育てに関する支援を専門に担当する民生児童委員です。生活上の心配ごと、困りことをご相談ください。委員の連絡先は
社会福祉課総務係までお問い合わせください。
◆任　期　令和７年12月1日から令和10年11月30日（３年間)　
　　　　　　※一部の委員は令和８年１月１日からの任期となります。　　　　　　　　　　 問 社会福祉課　総務係

担 当 地 区 氏 　 名

担 当 地 区 氏 　 名

担 当 地 区 氏 　 名

担 当 地 区 氏 　 名

担 当 地 区 氏 　 名

担 当 地 区 氏 　 名

担 当 地 区 氏 　 名

美篶地区　

手良地区

東春近地区

西箕輪地区

西春近地区

高遠町地区

長谷地区

掛 川 　 　 晃
畑 　 　 昭 彦
柿 木 　 節 子
春 日 　 厚 子
飯 島 　 文 明
橋爪　眞由美
山 岸 　 　 準
赤 羽 　 敏 子
猪 爪 　ますよ
伊 藤 　 　 晃
吉 澤 　 一 三
赤 羽 　 義 晴
翁 　 ひ ろ 子
中村　かほる

芦沢　　　　　　　　　　　 　　
笠原 
南割・横町 
上大島 
末広　　　　　　　　　　　　  　
上原 
中県 
下県 
上川手（1～5班,7～11班） 
上川手（6-1班～6-8班） 
下川手（1～10, 13～15,20班） 
下川手（11,12,16～19,22班） 
青島　 
美篶地区　主任児童委員 

大川　美也子
小 林 　しおみ
城倉　惠美子
廣 瀬 　 　 榮
𠮷原　五月子
松 島 　 範 子
小 林 　 満 江
酒 井 　 里 美
太 田 　 　 伸
杉 本 　 令 子
二 木 　 栄 次
大久保　照子

小出一区 
小出二区
小出三区 
小出島区　（上島） 
小出島区　（下島、唐木） 
沢渡（本町、末広町） 
沢渡（中原町、柳沢町、南丘町）  
表木 
諏訪形 
赤木・下牧・雇用促進住宅 
西春近地区　主任児童委員 
西春近地区　主任児童委員 

三 澤 　 雅 芳
向 山 　 敏 明
桐 山 　 みどり
酒 井 　 智 実
有賀　惠美子
登内　美智代
神 林 　 　 誠

中坪 （境、郷之坪、米垣外、中組） 
中坪 （上村、田屋、久保、日向、日影） 
野口（蟹沢、中組、大豊、大和、東松） 
野口（原町、棚沢、出口、二重平）  
下手良 
八ツ手 
手良地区　主任児童委員 

伊 藤 　 紀 子
酒井　まゆみ
白 鳥 　さと子
小 境 　 千 鶴
髙 嶋 　 政 子
田 中 　 幸 江
飯島　惠理子
春日　美恵子
織井　眞由美
山 本 　 勝 美
井口　美奈子

車屋 
中組 
渡場 
木裏原 
中殿島 
下殿島 
田原　　　　　　　　　　　　　 
原新田　　　　　　　　　　　 　 
榛原 
暁野 
東春近地区　主任児童委員 

清水　理恵子
有 賀 　ひとみ
鈴 木 　 芳 春
林 　 　 泰 一
鈴 木 　 好 実
小坂　恵美子
伊藤 　さつき
室根　きよ美
村 松 　ひとみ
西 村 　 洋 子
加藤　貴惠子
鈴 木 　 玉 紀
千賀　けい子

大泉新田
吹上                         　　    
羽広（1～4組） 
羽広（5～7組） 
上戸・梨ノ木・星ヶ丘 
中条 
与地 
大萱（２～４,７,８組） 
大萱（６,９,１１組） 
大萱（１，５,１０組） 
大萱団地 
西箕輪地区　主任児童委員 
西箕輪地区　主任児童委員 

山 崎 　 富 子
今村　惠里子
北原　久美子
栁 田 　 　 敏
梅津　かず江
小 松 　 靖 子
矢 澤 　 利 子
保 科 　 清 子
赤 羽 　 加 代
原 　 　 一 穗
原 　 　 ゆ り
伊藤　美惠子
柿 木 　 俊 夫
小城　華代子
北 原 　 哲 男
守 屋 　りつ子
丸 山 　 　 敦
北 原 　 一 正
伊藤　いづみ
竹 内 　 裕 志
池 上 　 正 俊
渡 邉 　 松 子
北原　世津子
伊藤　まさ江

高砂・本町・仲町・霜町・梅町・稲持・島畑・桜町 
鉾持・常盤・諸町・宮本・袋町・千年町 
新町・番匠・旭町・清下東・横町 
多町・相生・神明団地 
若宮・殿坂・二番郭内・除組 
花畑・三番・五番・田ノ口　　　   
鍛冶村・的場・弥勒（新栗含む） 
板山・野笹・中村・塩供 
中条・黒沢・四日市場・栗田 
那木沢・宮原・荊口・三義芝平 
川辺・原・宮沢・新井・久保 
台殿・北原 
荒町・水上 
御堂垣外 
松倉 
片倉 
引持・金井 
越道押出・芝平・三栄 
下山田 
小原上・瀬戸・小原南・小原中 
小原下・小原峰・小原北・小原東  
勝間 
高遠町地区  主任児童委員 
高遠町地区  主任児童委員 

池 上 　 　 均
中 山 　 善 治
宮 下 　 智 子
黒河内　修　
西 村 　 福 雄
宮 下 　 福 博
田 子 　 葉 香
北原　八千穂

非持山　　　　　　　　　　　   
非持 
溝口 
黒河内
中尾 
市野瀬 
杉島・浦 
長谷地区　主任児童委員 
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新しい民生児童委員、
主任児童委員の皆さんを紹介します

（敬称略）
担 当 地 区 氏 　 名 担 当 地 区 氏 　 名

担 当 地 区 氏 　 名

担 当 地 区 氏 　 名

担 当 地 区 氏 　 名

伊那　竜北地区 伊那　竜東地区

伊那　北部地区　

富県地区

伊那　竜西地区

南部・堤ケ丘
北部・中部　　　          　
白山・駒美町
新町・双葉町
上村町                     
高尾町
山本町
前橋町
八幡町
天竜町
水神町
本町・入舟町
旭町・宮本町

第一（旧道・北河原）
第一（大原）
北町
第一（東台）
第三
秋葉町・中央通り・本通り

新子

１・２ 町内会
３・４ 町内会
東一
東二・東三　　　　　　　 　
西・南　　　　　　　 　　　  
東・北
南
西

日影(1～5,7,8,10,11,13,16,
19～23,26,28～31,33,36～39組）

日影（6,9,12,15,17,18,25,32組）
緑ヶ丘（1,6～11組）

清水町・東部
南部・中部・北部・西部

上手・中部・志茂
上手東・立正・南部・雇用促進住宅  
１丁目・２丁目・美原北町
３丁目・仙美

第１・第２常会　　　　　  　
第３常会・個人住宅

上荒井（1～17組）
上荒井（18～31組）
川北町 （1～7-1,27,31組）
川北町 （7-2～11-3組）
室町（1～17,27,31組）
室町(18～26,28～30,32～36組)
桜町・上手町・大芦町
青木町・元町
通り町・内ノ萱
錦町・東町
春日町第一
春日町第二
下春日町　　　　　 　　　
伊那部（2～20,23組）
伊那部（21～22,24～38組）
沢（1～4,9.10,12～16,20組）
沢（5～8,18,19,21～26組）
小黒・大坊

吉 田 　 弘 子
唐 澤 　 美 智
小 澤 　 秀 明
鈴 木 　 秀 雄
柴 　 　 陽 子
半 﨑 　 典 美
福 澤 　 政 芳
岩垂　かづ江
柴 　 　 厚 子
白 鳥 　 みどり
片 桐 　 千 鶴
池 上 　 直 樹
荒 井 　 利 惠
田畑　由里子
細 田 　 範 子
唐 木 　 春 男
唐 木 　 芳 樹
白鳥　みち江

城 倉 　 正 彦
藤村　明日香
宮 坂 　 　 厚
小 田 　 　 満
橋 場 　 英 雄
小 林 　 利 彦

池 上 　 美 幸

北 原 　 真 弓
小池　美恵子
大 村 　 勇 二
平 島 　 葉 子
山 﨑 　 福 子
中 島 　 一 良
武 井 　 麻 央
藤 澤 　 寿 子
小 林 　 延 幸
神 山 　 久 美
藤澤　まゆみ

中 村 　 直 子

曽根原　きよ子

田中　まゆみ
田 中 　 悦 子
平 澤 　 富 生
井口　さえ子
三 澤 　 貴 子
前 田 　 久 子
有 賀 　 達 彦
塩 沢 　 順 一
井 地 　 政 雄
伊 保 　 綾 子
横 山 　 照 男

中 山 　 弘 子
井上　ゆきみ
櫻 井 　 裕 平
竹 松 　 幸 人
埋 橋 　 美 鈴
田 畑 　 和 範
田 畑 　 和 子
下島　あけみ
井 上 　 ユ ミ
有 賀 　 みどり

御子柴　和恵
宮坂　みほ枝
中 村 　 純 一
髙 阪 　 　 茂
宮下　かおる
鈴 木 　 光 二
鎌 倉 　 博 彰
中 村 　 葉 子
伊 東 　 千 織
齋 藤 　 和 子
竹 村 　 　 茂
池 田 　 　 章
春 日 　 市 子
木下　二美子
金 田 　 洋 子
小 林 　 英 利
長 尾 　 謙 一
橋 爪 　 みどり

北原　美佐子

網 野 　 　 暁

網 野 　 容 子

小沢・中の原 
平沢 
横山 
ますみヶ丘 
竜北地区　主任児童委員 

上新田 
下新田 
竜東地区　主任児童委員 

野底 

上新山 
北新 
桜井 
貝沼（西原、上中島、下中島）　　 
貝沼（東原、大門、荒城） 
北福地 (北荒井、南荒井、北和田上、北和田下、羽場) 
北福地 (羽根、三津木、湯戸、根木谷） 
南福地 
富県地区　主任児童委員 
富県地区　主任児童委員 

前原 

北部地区　主任児童委員 

竜西地区　主任児童委員

御　
園 中　

央

日　
影

上
の
原

境

狐　
島

上
牧

福
島
美
原

若
宮

山　
寺

荒　
井

西　
町

坂
下

城南町（市住A,B,C,12,14,17,
20,21,23,27,31～34組）
城南町（市住Ｄ,13,15,16,18,
19,22,24～26,28～30組）
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私たち、

生徒実行

委員です
！

　令和7年11月20日（木）エレコム・ロジテックアリーナで開催した『伊那市
中学生キャリアフェス2025』。今年のテーマは「新歩（しんぽ）～理想像へ
向かって～」。市内の中学2年生が一堂に集まり、地域を知り、大人と話し、
将来について学ぶ機会となりました。 問 学校教育課 学務係

　キャリアフェスの実行委員として活動したことで、計画や準備の大切さ、チームワークの重要
性を学びました。多くの中学生や大人の方々と接する中で、コミュニケーションカやリーダー
シップも向上したと思います。直前にはインフルエンザなどで実行委員の欠席が続出し、オー
プニングなどの役割が大幅に変わったこともありましたが、最後まで諦めず取り組み、達成感
を味わうことができました。これらの経験を今後の学校生活や将来の進路選択に生かし、自分
自身の成長につなげたいと考えています。また、周りと協力しながら目標を達成する力をつけ
ることができたので、これからも積極的に挑戦し続けたいです。キャリアフェスに協力してくだ
さった地域の皆さん、本当にありがとうございました。

伊那市中学生キャリアフェス2025
キャリフェス最虹〜！！

さいこう

意外なところで
女性が活躍していた！

意外なところで
女性が活躍していた！

たくさんの大人に出会って、

なりたい自分が見えてきたたくさんの大人に出会って、

なりたい自分が見えてきた

着物って思っていたより

着心地いいじゃん！！
着物って思っていたより

着心地いいじゃん！！

 みんなで

「故郷の味」を作ったよ みんなで

「故郷の味」を作ったよ
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　消防団は、一般市民で構成される消防機関です。伊那市では、担当地区が割り振られている11分団と音楽隊の機能分
団があります。12月末現在で776人の団員が活動しています。皆さんもぜひ一緒に活動しませんか？

地域を守る消防団
問 危機管理課 消防係

消
防
団
の
現
状
と
抱
え
る
課
題

　
近
年
、全
国
各
地
で
火
災
や
自
然
災
害
等
、さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
。私
た
ち
消
防
団
は
、こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
災
害
か
ら
地

域
を
守
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
通
じ
、消
防
力・防
災
力
を
高
め
地

域
の
安
心
安
全
の
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
防
災
の
中
核
を

担
う
消
防
団
は
地
域
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、寄
せ
ら
れ
る
期
待
や

役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
って
い
ま
す
。

　
し
か
し
、人
口
問
題
や
社
会
環
境
の
変
化
等
、さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
る
消

防
団
員
の
減
少
や
、団
員
の
高
齢
化
に
よ
って
、地
域
防
災
力
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、新
し
い
消
防
団
員
の
確
保
は
大
き
な
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

一
緒
に
消
防
団
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

　
私
た
ち
消
防
団
は「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」を
合
い
言

葉
に
、そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
持
ち
な
が
ら『
い
ざ
』と
い
う
時
に
活
躍
す
る
消
防

団
員
と
し
て
、可
能
な
範
囲
で
腕
を
磨
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、消
防
団
に
は

同
じ
志
を
持
っ
た
世
代
を
超
え
た
仲
間
が
い
ま
す
。先
輩
団
員
も
始
め
は
消

防
団
に
対
し
、期
待
と
不
安
の
な
か
入
団
し
ま
し
た
が
、す
ぐ
に
打
ち
解
け
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
地
域
の
宝
で
す
。地

域
の
安
心
安
全
の
た
め
、そ
し
て
家

族
の
た
め
、年
齢・性
別
を
問
わ
ず

一
緒
に
活
躍
い
た
だ
け
る
方
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
‼

火災警報器を確認しよう！
　2011年6月から全ての住宅で住
宅用火災警報器の設置が義務付け
られ、10年を目安に交換が推奨され
ています。定期的な点検と適切な交
換で、いざという時に備えましょう！

伊那市消防団 団長

駒井 啓晃さん
こまい ひろあき

感震ブレーカーを
ご存じですか？
　地震の揺れによる電気機器からの
出火や、停電復旧の際に発生する火
災のことを電気火災といいます。感
震ブレーカーを設置すると、地震を感
知して自動的にブレーカーを落とし、
電気火災を防ぎます。地震に備えて
設置を検討してみませんか？

消
防
士（
消
防
署
員
）は
、消
防

署
や
消
防
本
部
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。消
防
団
は
、ほ
か
に
本
業
を
持
ち
な

が
ら
、火
災
や
災
害
発
生
時
に
は
現
場
に

駆
け
つ
け
て
消
防
活
動
を
行
い
ま
す
。

A Q
消
防
士
と
消
防
団
員
の

違
い
は
？

市
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学
す
る

18
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、ど
な

た
で
も
入
団
で
き
ま
す
。現
在
市
内
で

は
、会
社
員
、自
営
業
、学
生
、主
婦
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
方
が
年
齢
・
性

別
問
わ
ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、消
防
団
音
楽
隊
は
、年
齢
や
居

住
地
の
制
限
な
く
入
団
で
き
ま
す
。

A Q
消
防
団
は

誰
で
も
入
れ
る
の
？

同
じ
地
域
の
団
員
、ま
た
は
消
防

団
本
部（
危
機
管
理
課
消
防
係
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

A Q
申
し
込
み
は

ど
う
し
た
ら
良
い
の
？

詳しくは
市公式HPを↓

＆
Ｑ
Ａ

消防団の主な活動 地域活動
火災や事故を未然に防ぐため、
担当区域をパトロールする警戒
巡視や、保育園などで防災教室
などの啓発活動も行います。

訓練
春に行う全体訓練や倒木・水害を
想定した水防訓練、火災を想定し
た消火・防災訓練など、地区ごと
にさまざまな訓練を行っています。

消防団音楽隊
地元のイベントや行事へ出演
し、演奏を通じて消防団のPR
活動を行っています。

災害対応
災害現場では消防署員ととも
に消火活動や交通整理など、
災害を拡大させないための活
動に従事します。

伊那市消防団音楽隊第12回定期演奏会 2月22日（日）午後1時～3時30分（午後0時30分開場）
会場：県伊那文化会館 大ホール　入場料：無料
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JR飯田線を
ご利用ください

　JR飯田線は地域の皆さんにとって
なくてはならない交通機関です。時
間に正確で、安心安全なJR飯田線を
ご利用ください。
■通学・通勤定期券について
有効期間開始日の14日前から購
入できます。3月・4月は窓口が混
み合うことが予想されるためお早
めにご購入ください。
※JR飯田線活性化期成同盟会で
は、利用促進や利便性向上を図る
ためのさまざまな活動に取り組ん
でいます。

精神障害を
抱えた方の
家族交流会開催

　家族同士で思いを語り合う会で
す。話をすることで、家族自身が心穏
やかに過ごせればと思います。初め
ての方もお気軽にご参加ください。
■日時　2月28日(土) 
　　　　午後1時30分～3時30分
■会場
　伊那公民館 第1研修室
■対象
　精神障害を抱えている方の家族
で、市内に居住している方
■費用　無料
■申込・お問い合わせ先
こだま会（担当：原）☎090-4136-6859

■問 健康推進課 保健係

はら

電話 78-4111 FAX 74-1250

伊那市役所
〒396-8617 伊那市下新田3050番地

電話 94-2551 FAX 94-3697

高遠町総合支所 ・・・ 【高遠町】と表示
〒396-0292 伊那市高遠町西高遠810番地1

電話 98-2211 FAX 98-2029

長谷総合支所 ・・・ 【長谷】と表示
〒396-0402 伊那市長谷溝口1394番地

https://www.inacity.jp/伊那市公式ホームページ

令和8年度小中学校
入学予定者の「就学通知書」
を送付します

　入学期日や指定学校名を記載した
「就学通知書」を1月末に送付します。
■こんなときはお問い合わせください
○2月13日（金）までに通知書が届
かない
○内容に誤りや疑問がある
○入学式までに住所を変える予定
がある
※就学通知書は、住民基本台帳に基
づいて作成しています。

市税の納付が確認
できない方へ、自動音声・
SMSによる電話案内を実施

防災コミュニティセンター
令和8年度の利用予約受付

　新年度の利用予約の受け付けを
開始します。
■受付開始日　3月2日(月)
■対象期間
4月1日(水)～令和9年3月31日(水)

※申込方法は、市公式ホームページを
ご覧いただくか、伊那市振興公社へ
お問い合わせください。

マイナンバーカードの
有効期限に
ご注意ください

■問 市民課 市民窓口係

　e-Taxから確定申告をする方で、
マイナンバーカード方式により申
告をする場合は、有効期限内の署
名用電子証明書および利用者証明
用電子証明書の暗証番号が必要で
す。
　各電子証明書の暗証番号を忘れ
てしまった場合や有効期限の更新
が必要な場合は、市役所でお手続
きください。手続きには数日かかる
場合があるため、早めの確認をお
願いします。
■電子証明書の有効期限
マイナンバーカードが発行された
日から5回目または10回目の誕
生日が有効期限になります。
※ご不明な場合はお問い合わせください。

児童手当の多子加算に
係る確認書類の
提出が必要です

■問 こども政策課 こども育成係

　児童手当の多子加算の算定対象
となっている受給者の方は、引き続
き対象となるかを確認するため「監
護相当・生計費の負担についての確
認書」を提出してください。
　提出が必要な方には、2月下旬頃
ご案内します。

伊那あすなろの会
（南信地域自死遺族
交流会）開催

■問 健康推進課 保健係/伊那保健福祉事務所
☎76-6837

　自死遺族同士が、他の場所では話
すことができなかった死別後の悲し
みや苦しみ、そして自責の念、怒りな
どの感情や体験を本音で語り、共感
し、支えあい、わかち合っていくこと
ができる安心な場所です。
■日時　2月14日（土）
　　　　午後1時30分～3時30分
■会場　伊那市内
■費用　無料
■対象　家族を自死（自殺）で亡くされた方
※会場や参加申し込みなど、詳しく
はお問い合わせください。

　令和7年11月から、納期限までに市
税の納付が確認できない方へ、下記電
話番号より自動音声、SMS（ショート
メッセージサービス）による電話案内
を実施しています。
■電話番号 050-1702-1210
　なお、すでに金融機関やコンビニな
どで納付された場合でも、市で納付が
確認できるまでには最長２週間程度か
かるため、行き違いの発信となる場合
がありますので、ご容赦ください。

■問 税務課 収税係
■問 学校教育課 学務係

■問 生涯学習課 生涯学習センター/
伊那市振興公社 ☎78-5010

■問 JR飯田線活性化期成同盟会
（企画政策課 企画政策係内）

水道メーターボックス
周辺の雪かきを
お願いします

■問 水道業務課 料金係

　積雪によりメーターボックスの場
所がわからない、蓋の凍結により検
針ができない場合があります。
　検針は上下水道料金を計算する上
で大切な作業です。正確な検針がで
きるよう、周辺の雪かきにご協力をお
願いします。

ふた
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税務署からのお知らせ

インフォメーションインフォメーション

informationinformation お知らせ

援助・補助 相　談 スポーツ

募　集 イベント暮らしの情報を
お届けします

①運転免許証自主返納者への
　助成金申請受付
■期日 2月10日（火）・25日（水）
■時間
午前9時30分～午後0時30分
■会場　伊那警察署 駐車場
※必要書類を準備の上、会場へお
越しください。予約は不要です。

②マイナンバーカード出張申請受付
■期日 3月4日（水）/竜西・西箕輪地区
　　　　　　3月18日（水）/竜東・美篶・手良地区
■時間　午後2時30分～4時30分
■会場
　最寄りの選挙投票所となっている
公民館などの駐車場
※各地区にお住まいの方が対象です。
■予約受付　2月2日（月）～6日（金）
　　　　　　　平日午前9時～午後3時
　　　（専用電話☎080-7302-6737）

①運転免許証自主返納者への
　助成金申請受付
■期日 2月10日（火）・25日（水）
■時間
午前9時30分～午後0時30分
■会場　伊那警察署 駐車場
※必要書類を準備の上、会場へお
越しください。予約は不要です。

②マイナンバーカード出張申請受付
■期日 3月4日（水）/竜西・西箕輪地区
　　　　　 3月18日（水）/竜東・美篶・手良地区
■時間　午後2時30分～4時30分
■会場
　最寄りの選挙投票所となっている
公民館などの駐車場
※各地区にお住まいの方が対象です。
■予約受付 2月2日（月）～6日（金）
　　　　　　　平日午前9時～午後3時
　　　（専用電話☎080-7302-6737）

モバイル市役所「もーば」がお近くの公民館や
集会所などに出向き、行政サービスを提供

■問  企画政策課 新産業技術推進係

※「もーば」について
　詳しくは市公式
　ホームページを
　ご覧ください。

自立支援医療
受給者証（精神通院）の
再認定について

問 社会福祉課 障害者係

　有効期間後も継続して制度を利用さ
れる場合は、再認定の申請が必要です。
申請から再認定まで１か月半から２か月
程度かかります。有効期間満了の３か月
前から再認定の申請手続きができます
ので、早めに申請してください。なお、
市から再認定の申請に関するご案内は
行いませんのでご承知おきください。

【マイナンバーカードを使って自宅からスマホで確定申告】
　確定申告は、マイナンバーカードを利用した「e-Tax」の

　スマホ申告が便利です。
　　マイナンバーカードとスマートフォン（マイナンバーカード読取対応）が
あれば、多くの方が訪れる確定申告会場に出向くことなく、ご自宅から24
時間いつでも、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用
して確定申告を行うことができます。
　　さらに、マイナポータル連携により、一部の所得控除等の自動入力が可
能となり、書類の提出・保存も不要です。この機会にぜひご利用ください。

【所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場の開設】
■会場　いなっせ2階 展示ギャラリー
■期間　2月16日（月）～3月16日（月）※土・日曜日、祝日を除く。
■受付時間　午前9時～午後4時
■注意事項
○期間中は、伊那税務署庁舎では申告相談を行いません。
○確定申告会場の入場には、国税庁LINE公式アカウントによる事前発行、
または会場での当日配布による入場整理券が必要です。会場での当日受
付は相談枠に限りがあります。
○確定申告会場では、マイナンバーカードを利用したスマホ
申告を基本とした相談体制としています。マイナンバー
カードに関する電子証明書（署名用および利用者証明用）
のパスワードが分かるようにしてお越しください。

作成コーナー マイナポータル

《確定申告書等作成コーナー》 《マイナポータル連携》

国税庁LINE
公式アカウント

農家民泊受け入れ
家庭の募集

■問（一社）伊那市観光協会/観光課

　修学旅行などで伊那市を訪れる小
中学生や、海外から来た方のホーム
ステイを受け入れていただける家庭
を募集します。興味のある方は、お気
軽に受入説明会へご参加ください。
■日時 2月19日（木） 午前10時～11時
■会場　市役所 303会議室
■申込・お問い合わせ先
(一社)伊那市観光協会 ☎96-8100

※当日参加も可能です。

令和8年4月入学
放送大学入学生募集

■問 生涯学習課 生涯学習文化振興係

　放送大学は、BS放送やインター
ネットなどを利用して授業を行う通
信制の大学です。心理学・福祉・経
済・歴史・文学・情報・自然科学など、
300以上の幅広い授業科目があり、
１科目から学ぶことができます。
■出願期限
　第１回　２月27日（金）
　第２回　３月16日（月）
■資料請求・お問い合わせ先
　放送大学長野学習センター　
　https://www.ouj.ac.jp
　☎0266-58-2332

申告】
ax」の

■問 税務課 市民税係/伊那税務署 個人課税第一部門 ☎72-2171（自動音声案内）
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地域のイベントや旬
な話題など、随時情
報発信中です。

公式フェイスブック「あるぴぃな」
防災情報やイベン
ト情報などを手軽
に確認できます。

公式エックス「@inacity_his」

四季折々の景色や食・
人・モノなど絶好の「伊那
びより」を発信中です。

公式インスタグラム「伊那びより」

伊那市の情報発信

市の最新情報やお
役立ち情報を手軽
に入手できます。

公式ライン「@174kij」

子育てのことなら…伊那市保健センターへ
母子保健係　電話78-9711　〒396-0023 伊那市山寺298番地1
こども相談係　電話72-0999

子育てサポート課

令和８年度「長野県
シニア大学伊那学部」
学生募集

■問 社会福祉課 高齢者サービス係

　令和８年度「長野県シニア大学伊
那学部」の学生を募集します。地域
活動を行うための幅広い分野の講
座を学習できます。
■対象 おおむね50歳以上の県内在住者
■募集人員　60人
■学習期間　2年間
■授業料など　年額12,000円
※その他、教材費や自治会活動費な
どが必要です。
■募集期間　2月2日（月）～3月31日（火）
※定員になり次第締め切ります。
■募集案内の配布場所・願書の提出先
シニア大学伊那学部事務局（県伊那
保健福祉事務所福祉課内） 、市役所
社会福祉課
※願書の提出方法など、詳しくは募
集案内をご覧ください。
■お問い合わせ先
シニア大学伊那学部事務局 ☎76-6863

小中学校の
特別支援教育
支援員を募集します

■問 学校教育課 教育支援係

　4月から市内の小中学校において、
サポートの必要な児童・生徒の学校生
活の活動補助を行う会計年度任用職
員を募集します。学校の子どもたちを
応援したい、子どもたちと触れ合いた
い方は、ぜひお申し込みください。
■応募資格　普通自動車運転免許
■勤務時間 午前8時～午後5時のうち７時間程度
■休日　土日/祝日/学校休等
■応募方法 　2月20日（金）までに
　履歴書（顔写真付）を学校教育課
へ提出してください。

空き家の情報は
こちらから▼

市民法律
相談開催

■問  総務課 文書法規係

　日常生活でお困りのことなどにつ
いて相談に応じます。
■日時　2月27日（金）
　　　　午前9時30分～正午
■会場　市役所
■相談員
伊那市顧問弁護士 長谷川 洋二 氏

■対象　市民
■相談時間　１人15分程度
■相談料　無料
■申込方法
　事前に総務課へ電話などで予約
をしてください。
■申込受付開始日　2月2日（月）
■その他
　相談を受けられる回数は、年度や
案件に限らず1人1回です。また、
内容によっては相談に応じられな
いことがあります。

空き家の
総合相談会開催

■問  地域創造課 移住定住促進係

　空き家・空き店舗をお持ちの方
で、「売るか、貸すか、解体か、どうし
たらよいか」とお悩みの方へ向けた
相談会を開催します。相続、不動産、
解体・片付け、リフォームなどの専門
家が疑問にお答えします。空き家等
の管理・活用にお困りの方はぜひご
参加ください。
■日時　2月22日（日）
　　　　午後1時～4時
■会場　箕輪町防災交流施設
　　　　みのわBASE
　　　　1階フリースペース
■参加費　無料
※当日は予約優先です。地域創造課
へ電話で予約をしてください。
※この相談会は、伊那市・箕輪町・南
箕輪村の「伊那地域定住自立圏」
による事業です。

高遠だるま市
開催

■問  高遠商工観光課／（一社）伊那市観光協会

　高遠町の鉾持神社では、作物の豊
作を祈るお祭りが行われます。この
お祭りに合わせ、「高遠だるま市」が
開催されます。お気に入りのだるま
をお迎えし、今年の幸せの準備をし
ませんか。
■開催日　2月11日(水・祝)
■会場　高遠町鉾持神社周辺
※駐車場は、弁財天河原臨時駐車
場をご利用ください。

日中友好 第7回
「歌声喫茶in伊那」
開催

■問  総務課 庶務係

　歌は人と人とを結びます。歌声は
国境も超えていきます。みんなで歌
えば和が広がります。歌の力で友好
の輪を広げましょう。
■日時
　2月23日(月・祝)午後2時～4時
　(午後1時30分開場)
■会場
いなっせ6階「ニシザワいなっせホール」
■参加費
　前売り入場券1,000円
　（当日券1,200円）
■チケット取扱先
　伊那まちBASE ☎78-7001
■お問い合わせ先
　日中友好協会伊那地区本部 小原
☎090-8813-8556

おはら

はせがわ ようじ
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福祉のことなら…福祉まちづくりセンターへ
電話78-4111　〒396-0023 伊那市山寺298番地1福祉相談課

■問 長谷市民福祉課 保健福祉係

■問  健康推進課 国民年金係/
伊那年金事務所 ☎76-2301

国民年金保険料の
納付はお得な「前納制度」

老齢基礎年金を
増やしたい方は

「付加保険料制度」を
ご利用ください

年金ガイド

　国民年金保険料をまとめ
て前払いすると、割引が適用
されます。
■口座振替やクレジット
　カードで前納
口座をお持ちの金融機関ま
たは年金事務所、健康推進
課で手続きをしてください。
※口座振替は割引額が一番
高く大変お得です。
■現金で前納
日本年金機構から4月に送
付される「1年前納用」、「6
カ月前納用」の納付書で4月
末日までに納めてください。
　また、保険料に月額400円
の付加保険料を上乗せして
納めることで、「200円×付加
保険料を納めた月数」の付加
年金が、年額の老齢基礎年金
に上乗せされ支給されます。
ただし、保険料の一部免除や
全額免除をされている方、国
民年金基金へ加入中の方は、
付加保険料を納めることはで
きません。
　なお、付加保険料を納める
ためには、申し込みが必要で
す。詳しくはお問い合わせく
ださい。

■問  生活環境課 ゼロカーボン環境政策係

　温室効果ガスの排出抑制およびエネルギーの消費削減のため、一般家
庭を対象に、工事を伴うLED照明器具への交換工事費を補助しています。
■申請期限　4月30日(木)
■補助金額　交換工事費の2分の1（上限3万円）
■申請方法　交付申請書および添付書類を市役所窓口に
　　　　　　提出してください。
■その他
申込順で受け付け、予算に到達次第、申込受付を終了します。
※詳細はホームページか電話にてご確認ください。　

一般家庭LED照明交換工事支援事業

事業の詳細

申請書等

補助金の詳細

■問  商工振興課 商業労政係

　地域産業の担い手となる若者の
人材確保を図るため、市内に定住
し、事業所に就職する方を対象に、
大学等在学中に借り入れた奨学金
の返還を支援します。
■補助金額
前年度中に返還した奨学金の額の3分
の2以内、市内に本社・本店を置く事業
所へ就職した場合には3分の3以内
■上限額　24万円/年
■期間 最大5年間（上限120万円）
■申請・認定について
補助金の交付を受けるには、事前
に認定を受ける必要があります。
認定申請書の書式は、市公式
ホームページからダウンロードで
きます。詳しくはホームページを
ご覧いただくか、お問い合わせく
ださい。

■問  子育てサポート課 こども相談係

　ひとり親家庭で、高等学校などへ
通学する生徒の保護者に通学費を
補助します。
■対象
　市内に居住するひとり親家庭のう
ち、住民税が非課税で、自宅から
高等学校等までの通学距離が片
道6㎞以上の生徒の保護者
■補助金の交付
　本年度後期分として10月～3月
分の補助金を3月に交付します。
■申請期限
　3月2日（月）厳守
※対象と思われる方には申請書を
送付します。お手元に届かない場
合はご連絡ください。

高等学校等の
通学費を補助します

奨学金返還支援
補助金のご案内

2月の催し物 入場無料

お問い合わせ TEL 0265-78-5107 www.kantenpp.co.jp

春のコレクション3人展 （火）24日（木）19日 ～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大彩展～クラフトとアートの祭典～
（火）3日3月（水）25日 ～・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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　県内の高校と全国の強豪校が参加する「春の高校伊那駅伝」を開催しま
す。伊那市陸上競技場を発着点に市街地を経由して、女子は伊那北、西春
近柳沢を折り返すコース、男子は高遠町商店街を折り返すコースをラン
ナーが駆け抜けます。
　伊那谷に春の訪れを告げるイベントを盛り上げ、選手に勇気を与えるた
めに市民の皆さんの温かい応援をお願いします。
■最新情報は大会公式ホームページや大会公式Xで発信中です
交通規制や参加校の情報など、春の高校伊那駅伝2026

　の最新情報を随時更新しています。
■テレビ中継
レースの模様は長野放送、BSフジでの放送を予定
　しています。 駅伝HP

3月22日（日）開催
女子スタート　午前10時
男子スタート　午後0時10分

二つのアルプスをたすきでつなぐ！

こちらから市報いなと一緒にお配りした
地区配布文書・回覧文書をご覧いただけます。

■問  長野県住宅供給公社 ☎98-7450

申込受付期間 
2月2日（月）～2月6日（金）

2月12日（木）抽選日
3月1日（日）入居日

募集予定住宅
市営住宅

市営住宅のお申し込み・お問い合わせ
は、長野県住宅供給公社が行います。

●ハイツ小原南住宅（D）
　2LＤＫ 　34,000円 1戸

●ハイツ小原南住宅（F）
　2LＤＫ 　40,000円 2戸

●若宮団地A棟
　（身障者向け）
2LDKH  　22,000～32,700円 1戸

●ハイツ小原南住宅（G）
　2LＤＫ 　40,000円 2戸

※政令月収158,000円以下の世帯
　向けです。

※中学生以下のお子さんのいる
　世帯は家賃を2割軽減します。

【 公営住宅 】

※入居抽選会の結果により募集内容が
　変更となる場合があります（金額は家賃）。

【 中堅所得者層用住宅 】

●ハイツ瀬戸住宅 B（単身者用）
　1Ｋ 　　　20,000円 1戸

●メゾン的場住宅
　2LＤＫ 　35,000円 3戸

●小原北特賃住宅
　3LＤＫ 　40,000円 1戸

～一枚の和紙で折る連なる鶴～・・・連鶴

●折って楽しく ●飾ってきれい ●あげて喜ばれ ●もらって嬉しい

感動の体験！ 脳活に最適！
※見学・体験(材料費500円)も
　自由にできます。

☆辰野講座(毎月第2水曜日)

☆伊那講座(毎月第3日曜日)
宮木公民館

東春近公民館(春近郷ふれ愛館） 

☆駒ヶ根講座(毎月第3木曜日)
月花町協同館

上郷公民館随時
受付中！

男女年齢
不問！

お気軽にお問い合わせください。TEL.0265-85-2573（中城） 携帯080-5144-2573

れんづる

連鶴講座のご案内！
れん づる

♪たのしい・おもしろい♪

健 幸 麻 雀
初心者女性教室

ひばり会

毎週月曜日 12時～17時
◆宮田村民会館

・マナーと  簡単な新ルール  を
やさしく分かりやすく指導します。☆飯田講座(毎月第1水曜日)

いずれも午後1時30分～3時30分

■問  スポーツ課 スポーツ推進係

■問  生活環境課 ゼロカーボン環境政策係

　再配達によるCO₂排出量の削減のため、宅配ボックス購入補助事業を
行っています。
■申請期限　2月27日(金)
■補助金額　宅配ボックスの購入費用に対し2分の1（上限1万円）
■申請方法　交付申請書および添付書類を窓口て提出してください。
■その他　・ 受付予定件数は先着50件です。
　　　　　・ 予算に到達次第、申込受付を終了します。
　　　　　※詳細はホームページか電話にて
　　　　　　ご確認ください。

宅配ボックス購入補助事業

事業の詳細

　　　　　※
　　　　　　　

途中
入退室
自由
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家族葬
専用

か ぞくそう

マッピング設置
祭壇プロジェクション
マッピング設置

TEL. 0265-78-8787
伊那市西春近上島2270伊那 伊那市  お葬式 検  索

他斎場：美すず・箕輪・辰野・駒ヶ根

0120-265-028 

精進落としまで・・・
ご家族の想いを叶える総合葬送会館

お通夜から家族葬・一般葬、
精進落としまで・・・
ご家族の想いを叶える総合葬送会館

春日城址公園
県民文化会館

さくらホール

オリンパス様

至ナイスロード

仁愛病院
153

春日公園下

MEGAドン・
キホーテUNY
伊那店様

misa
保育士兼料理研究家。Instagramを中心に活動。Instagram
のフォロワーは約38万人で、これまでにレシピ本を2冊刊行。
2冊目の著書『気楽に作れて、これ以上おいしいレシピを私は
知らない。』は、第12回料理レシピ本大賞 in Japan（お菓子部
門）で大賞を受賞。2冊連続での大賞受賞を目指して活動中。

お
菓
子
作
り
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
た
い

菓
子
作
り
の
魅
力
を「
身
近
で
気

楽
な
も
の
」と
し
て
伝
え
て
い
る

の
が
、伊
那
市
で
保
育
士
と
し
て
働
き

な
が
ら
料
理
研
究
家
と
し
て
も
活
動
す

る
m
i
s
a
さ
ん
で
す
。

　
「
母
が
料
理
や
お
菓
子
作
り
が
大
好

き
で
、小
さ
い
頃
か
ら
お
菓
子
作
り
は

身
近
な
存
在
で
し
た
。几
帳
面
に
順
番

と
分
量
を
守
る
母
と
は
対
照
的
に
私
は

性
格
的
に
き
ち
ん
と
で
き
な
か
っ
た
」

と
笑
い
ま
す
。そ
れ
で
も「
お
菓
子
作
り

は
し
た
い
し
、お
い
し
い
も
の
は
食
べ

た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、レ
シ
ピ
ど
お

り
で
な
く
て
も
お
い
し
く
作
れ
る
〝
ず

ぼ
ら
な
工
夫
〞
を
重
ね
、自
分
ら
し
く

ア
レ
ン
ジ
し
た
お
菓
子
を
S
N
S
で
紹

介
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
レ
シ
ピ

を
教
え
て
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
多
く

届
き
、や
が
て
レ
シ
ピ
本
の
出
版
へ
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

活
動
の
芯
に
あ
る
の
は
、「『
お
菓
子

作
り
は
難
し
そ
う
』と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
、料
理
と
同
じ
く
ら
い
身
近
に

感
じ
て
ほ
し
い
」と
い
う
思
い
で
す
。手

に
入
り
や
す
い
材
料
を
使
い
、特
別
な

道
具
に
頼
ら
ず
、日
常
の
中
で
無
理
な

く
作
れ
る
手
順
に
す
る
こ
と
で
、「
こ
れ

な
ら
自
分
に
も
で
き
そ
う
」と
思
え
る

レ
シ
ピ
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

2
冊
目
の
レ
シ
ピ
本
が
大
賞
を
受
賞

し
た
知
ら
せ
を
受
け
た
の
は
、保
育
園

で
の
午
前
勤
務
を
終
え
、自
宅
で
結
果

を
待
っ
て
い
た
正
午
。「
う
れ
し
く
て
泣

い
た
の
は
人
生
で
初
め
て
で
し
た
。編

集
者
が
泣
き
な
が
ら
喜
ん
で
く
れ
た
姿

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。編
集
者
、制
作

チ
ー
ム
、フ
ォ
ロ
ワ
ー
さ
ん
、み
ん
な
で

と
っ
た
賞
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
振

り
返
り
ま
す
。

　

一
方
で
、保
育
士
と
し
て
子
ど
も

た
ち
と
向
き
合
う
日
々
も
大
切
な
時

間
で
す
。「
子
ど
も
の
発
想
は
豊
か
で

お
も
し
ろ
い
」と
、や
ま
ほ
い
く
を
体

験
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
か
ら
ヒ
ン

ト
を
も
ら
い
、レ
シ
ピ
に
生
か
し
て

い
ま
す
。

　

発
信
を
続
け
る
な
か
で
伊
那
へ
の
思

い
も
強
く
な
り
ま
し
た
。「
伊
那
の
野
菜

と
フ
ル
ー
ツ
は
本
当
に
お
い
し
い
。山

菜
や
き
の
こ
が
採
れ
て
、水
も
新
鮮
。そ

ば
打
ち
や
発
酵
食
も
大
好
き
で
、私
の

〝
好
き
〞が
詰
ま
っ
て
い
る
場
所
で
す
」。

　

そ
ん
な
m
i
s
a
さ
ん
が
大
切
に
し

て
い
る
の
が「
初
心
と
感
謝
を
忘
れ
な

い
」と
い
う
言
葉
。発
信
を
始
め
た
と
き

か
ら
胸
に
刻
み
、今
も
そ
の
思
い
を
大

切
に
活
動
を
続
け
ま
す
。伊
那
の
自
然

と
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、こ

れ
か
ら
も
お
菓
子
作
り
の
楽
し
さ
を
全

国
へ
伝
え
て
い
き
ま
す
。

お
INA輝き人ファイル

No.62

m
i
s
a
さ
ん
（33）

ミ
サ

りんごを使った
バスクチーズケーキ



　
「
伊
那
市
こ
ど
も
の
未
来
応
援
隊
」の

活
動
の
一
つ
、「
ク
リ
ス
マ
ス
☆
プ
レ
ゼ
ン

ト
会
」が
令
和
7
年
12
月
１３
日（
土
）市
役

所
東
側
駐
車
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
年
は
、伊
那
商
工
会
議
所
の
構
成

企
業
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、７
台

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
配
布

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、市
内
に
住
ん
で
い

る
１８
歳
以
下
の
こ
ど
も
や
そ
の
家
族
を
対

象
に
、お
菓
子
セ
ッ
ト
や
お
米
＆
食
料
品

を
ひ
と
家
庭
一
セ
ッ
ト
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
は
、こ
ど
も
た
ち
に

ワ
ッ
フ
ル
や
ロ
ー
メ
ン
な
ど
が
無
料
で
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
☆

　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
会

応援隊
子どもの
未来
子どもの
未来

応援隊
通信通信

問

こ
ど
も
政
策
課 

こ
ど
も
政
策
係

　

寒
さ
厳
し
く
も
爽
や
か
な
青
空
の
下
、

お
よ
そ
１
1
０
０
人
、３
8
５
世
帯
の
家

族
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
る
家
族
は
、「
列
に
並
ぶ
こ
と
も
含
め

こ
の
雰
囲
気
が
楽
し
い
」と
、プ
レ
ゼ
ン
ト

を
手
に
笑
顔
で
会
場
を
後
に
し
て
い
き
ま

し
た
。

　
こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
未
来
応
援
隊
の

皆
さ
ん
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

改
め
て
実
感
で
き
、寒
さ
を
忘
れ
心
温
ま

る
時
間
で
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
活
動
が
こ
ど
も
た
ち
に
も

波
及
し
て
き
て
お
り
、今
年
度
は
、赤
穂
高

校
、伊
那
西
高
校
、東
部
中
学
校
の
一
部
の

生
徒
さ
ん
が
、こ
ど
も
食
堂
や
こ
ど
も
の

未
来
応
援
隊
へ
の
寄
付
お
よ
び
活
動
協
力

を
し
て
い
た
だ
き
、う
れ
し
い
限
り
で
す
。

問

地
域
創
造
課 

移
住
定
住
促
進
係

中
で
道
路
の
補
修
工
事
を
見
る
機
会
は

み
な
さ
ん
も
よ
く
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、山
の
中
の
道
、登
山
道
の
維
持
管
理
を
誰

が
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？

　
国
や
自
治
体
、山
小
屋
関
係
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
関
わ
っ
て
整
備
を
担

っ
て
い
ま
す
が
、財
源・人
材
も
含
め
安
定
的
に

運
営・維
持
管
理
が
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
は
非

常
に
少
な
い
で
す
。

　

登
山
が
好
き
な
方
だ
と
市
内・県
内
に
限
ら

ず
、多
く
の
山
域
で
大
き
く
削
れ
て
し
ま
っ
た

登
山
道
や
ぬ
か
る
み
を
避
け
る
こ
と
で
道
幅
が

広
が
っ
て
し
ま
っ
た
登
山
道
を
見
た
こ
と
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

登
山
道
に
関
心
が
あ
れ
ば
、削
れ
て
し
ま
っ

た
登
山
道
へ
意
識
も
向
き
ま
す
が
、多
く
の
登

山
者
か
ら
す
る
と
そ
う
い
っ
た
登
山
道
は
当
た

り
前
す
ぎ
て
、関
心
す
ら
向
か
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　
南
ア
ル
プ
ス
北
部
の
登
山
道
は
こ
れ
ま
で
も

伊
那
市
を
は
じ
め
、山
小
屋
関
係
者
な
ど
が
登

　令和6年4月に地域おこし協力隊に
着任。南アルプス北部の仙丈ヶ岳、東
駒ヶ岳、鋸岳、塩見岳などを中心に登山
道の整備活動を行っています。

街街

平野　僚さん
ひらの  りょう

継続性が鍵となる
登山道の保全活動

Vol.
33

地域おこし協力隊
活動だより

山
道
整
備
を
し
て
お
り
、比
較
的
良
い
状
況
が

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
を
継
続
し
て
さ

ら
に
良
く
し
て
い
く
た
め
に
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
関
わ
っ
て
い
く
の
が
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
す
。

　
登
山
道
の
荒
廃
の
原
因
は
、登
山
者
が
歩
く

こ
と
や
異
常
気
象
に
よ
る
大
雨
、鹿
の
増
加
と

食
害
に
よ
る
植
生
の
減
少
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、た
だ
登
山
道
を
補
修
す
る
だ
け
で
な
く
、

補
修
箇
所
も
含
め
山
全
体
の
変
化
を
長
期
的

に
観
察
し
対
策
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
は
残
り
１
年
少
々
と

わ
ず
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、卒
隊

後
も
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
南
ア
ル

プ
ス
の
保
全
活
動

に
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

南アルプス北部登山道
保全プロジェクト

活動内容を紹介します

仙丈ヶ岳頂上にて資材を運搬する様子

プレゼントもらったよ!

当日の様子
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伊那市長

　年の瀬が近づく冬のある日、東春近にある老松場の丘・古墳公園は、小雨に濡れ
た森で子どもたちの声が響いていました。そこに集ったのは、首都圏企業の丸紅従
業員組合の皆さんと老松場の丘・古墳公園整備委員会など地域の人々。伊那の森と
歴史、人の営みを五感で味わう時間がゆっくりと始まりました。
　会場では、森の仕事の１つとして大きなアカマツの伐採が行われ、倒れる瞬間の
音と迫力に思わず声が上がっていました。みんなで切り株を囲み、白鳥市長が年輪
を1つ１つ数えると、その木が70年生だと分かり、参加者は森の時間の長さに驚いて
いました。
　やがて雨が上がり、古墳ならではの小高い丘から中央アルプスの山並みが姿を現
すと、参加者は景色をそれぞれに眺めていました。たき火のそばではマシュマロを焼
く甘い香りが漂うとともに、火起こしや森での遊びが続き、大人も子どもも自然と輪
が広がります。市長もたき火を囲み、地域の方や企業の皆さんと語り合いながら、森
と共にある伊那市の暮らしや思いを共有しました。
　今回の取り組みは、「森といきる 伊那市」という考え方に触れる小さなきっかけで
もあります。こうした出会いや時間の積み重ねが、伊那を身近に感じ、また訪れたく
なる関係へと、ゆるやかにつながれればと思います。

　入笠山（１９５５ｍ）の山頂から眺める八ヶ岳連峰と、のびやかに
広がる裾野の景色は秀逸です。八ヶ岳から左に転じれば、霧ヶ
峰・美ヶ原高原と北アルプスの山々が目に入ってきます。さらに
中央アルプス、南アルプス北部の山々、それに秩父連峰や富士
山までが見え、ひとまわりすると入笠山は３６０度の展望をほしい
ままにできる山です。
　入笠山のすぐ北に大沢山があり、ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機
構）の研究施設があります。その大沢山の南山麓と、入笠山西山
麓一帯から御所平峠にかけて「入笠牧場」があり、入笠高原を代
表する牧歌的風景をつくっています。
　入笠牧場は昭和１２年（１９３７年）に軍用馬の飼育を目的に開牧
したのが始まりです。牧場面積は国有林と伊那市有林を合わせ
ておよそ３０５ヘクタール、初夏になると上伊那や諏訪方面から
牛やヒツジがトラックで次々と運ばれてきました。涼しい高原で
牧草をいっぱい食べて、秋の下牧までの４ヶ月以上をゆっくりと
過ごしていました。昭和３０年代には、乳牛・肉牛・ヒツジなどが毎

入笠牧場のおわり

年放牧され、一帯は家
畜たちが賑わう牧場
だったようです。昭和
６０年代から平成のは
じめの頃が最盛期で、
牛が約３００頭、ヒツジ
が約２００頭ほども放
牧されていました。
　牧場は第１牧区から第７牧区に分けられ、それぞれ有刺鉄線の
牧柵で囲われていました。また牧区内には牛たちが容易に移動
できないように、また日陰で休めるようにと帯状に植えられたヤ
マナシの木々があります。５月半ばから咲くヤマナシの花は白く、
ヤマナシの白い帯と緑の牧草が美しい初夏の景色を見せてくれ
ます。
　ところが令和に入ると放牧される牛の頭数が減り、近年では
２０頭にも満たないで赤字が続いていました。管理するＪＡ上伊那
は、令和６年に牧場とキャンプ場などからの撤退を決めました。
９０年近く続いた入笠牧場が閉牧することは残念ですが、これも
仕方ないことです。特に長年管理を委託されてきた牧夫のＭ氏
は、ことのほか寂しさを語っています。
　山頂の大パノラマ・星空・大阿原湿原・法華道・静かなキャンプ
場・四季の花々など、伊那市の財産、観光資源としての入笠山一
帯の活用の可能性を検討する時期となりました。

森がつないだ時間と
人に触れるひと時
森がつないだ時間と
人に触れるひと時

こころをむすびこころをむすび

伊那をつなぐ

地域創造課 地域ブランド推進係問

StoryStory

広報番組
スマートフォンは
こちらから

2月

い～なチャンネル
放送開始時間（毎週土曜日 更新）
伊那ケーブルテレビ 12ch／J501ch

土 午後7時、
午後10時30分

日 午前8時30分、
午後1時30分、午後7時

月 午後4時55分 火 木 午後11時25分

水 午後8時 金 午後3時30分

※都合により、番組内容が変わる場合があ
　ります。

伊那市チャンネル
伊那ケーブルテレビ 11ch

文字情報や広報番組などを放送する
伊那市行政チャンネルです。

YouTubeで公開中

放送日 内　容

創造館企画展日～7

お休み日～28

日～21 子育て支援センターを使ってみよう

日～14 民生委員・主任児童委員

にゅうかさやま

おおさわやま ジャクサ

ごしょだいらとうげ

ぼくふ

おおあはらしつげん ほっけみち

vol.21

StoryStory

牛のいるなつかしい風景
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子子育育いいいななしし ててで

市内在住の0歳から小学
校就学前のお子さんの
写真を募集しています。
右の二次元コードから
ご応募ください。 秘書広報課問

申込フォーム

ひなたくん
（2歳）

さきちゃん
（3歳）

わが子
の
思い出フォト思い出フォト

取り組みを紹介します

問 子育てサポート課（☎78-9711）/【高遠町】市民福祉課

育児相談（午前9時～11時30分）※体重測定ができます
○火曜日（祝日を除く）伊那市保健センター
健康相談（午前9時～11時30分）
○  3日（火）美篶・東春近・西春近支所、高遠町保健センター
○10日（火）長谷健康増進センター
○17日（火）富県・手良・西箕輪支所、高遠町保健センター
○24日（火）長谷健康増進センター
 要予約　離乳食相談（午前9時～11時30分）
○  3日（火）高遠町保健センター
○10日（火）長谷健康増進センター
○17日（火）伊那市保健センター、高遠町保健センター
○24日（火）長谷健康増進センター
子育て相談（午前8時30分～午後5時）
○平日 伊那市保健センター（☎72-0999）
保健師相談（午前10時30分～11時30分）
○19日（木） 高遠子育て支援センター
子どもの発達に関する相談（午前8時30分～午後5時）
○平日 小鳩園（☎72-2576）
教育相談（午前8時30分～午後4時30分）
○平日 学校教育課 教育支援係

問 こども政策課

 2日（月）
 16日（月)
 4日（水）
 5日（木）
27日（金）
 6日（金）
20日（金）
26日（木）

ホルン演奏
おはなしの泉
ピアノ連弾＆ドレミパイプ体験
歯科相談
エレクトーン演奏
おはなしひろば
つくってあそぼう
オリーブコンサート

●

●

●

●

●

上の原

高 遠
西箕輪

竜 南

富 県

午前10時30分～11時開講時間
子育て支援センター
子育て講座

※子育て講座へ参加ご希望の方は、事前に各センターへ
　お申し込みください。

保育園では、毎年、悪いこと【鬼】を追
い払い、良いこと【福】をたくさん呼び
こむことを願って、節分の日に「豆まき」
をしています。

「枡」や「鬼のお面」「衣装」は、
子どもの年齢に合わせて様々
な素材を使って作ります。

人気メニューの「鬼バーガー」
自分で顔を作って食べます。

リサイクル会（要予約）※受入・配布は平日のみ

七五三おめでと
う｡これからもた
くさん笑おうね。

来年から年少さん
で保育園に入園
します､たくさん
遊ぼうね!

女性のしごと相談　時間 ： 午前10時～正午

高遠 ： 12日(木)　竜南 ： 24日(火)

鬼から
手紙が
来た！！

鬼は～そとっ！
福は～うちっ！

保育園の節分
【豆まき】

伝統文化に親しむ

角、牙、目はお菓子で飾り付け

不要な子ども服、日用品、玩具などをみんなで有効利用!
受入期間 ： 2日（月）～12日（木）
配布日時 ： 9日（月）～12日（木）午前10時～午後1時40分
場　　所 : 富県子育て支援センター

ます
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「
食
」へ
の
素
直
な
気
持
ち
を
川
柳
に

　

伊
那
市
教
育
委
員
会
で
は
、小
中

学
生
の
皆
さ
ん
に「
食
」へ
の
意
識・

関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、食
に
関
す
る
川
柳
を
、小
学
5

年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
を
対

象
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、8
小
学
校

か
ら
3
5
8
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

家
族
、友
人
と
の
日
常
の
場
面
を

素
直
に
切
り
取
っ
て
表
現
し
、食
べ

る
こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
の
日
々
の

生
活
の
中
で
と
て
も
身
近
で
、時
に

励
ま
し
に
な
り
、楽
し
み
な
時
間
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

　

食
育
川
柳
選
考
委
員
の
選
考
に

よ
り
、特
選
5
作
品
、入
選
15
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。特
選
を
受
賞

し
た
5
人
の
皆
さ
ん
は
、令
和
7

年
12
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
食
育

川
柳
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
か
ら
は
、家
庭
の
温
も

り
や
給
食
の
に
ぎ
や
か
さ
な
ど
、そ

の
場
面
が
自
然
と
目
に
浮
か
び
、そ

れ
ぞ
れ
違
っ
た
形
で
、食
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

教育環境整備課 保健給食係問

食
べ
る
っ
て
い
い
な
ぁ「
食
育
川
柳
」

　リチウムイオン電池は、小型で軽量、エネルギー効率が高く、経済性に優れてい
ることから、スマートフォンやモバイルバッテリーのほか、充電式の家電など、さま
ざまな身の回りの製品に広く使用されています。
　一方、リチウムイオン電池に起因する火災事故等が多く発生しています。
気をつけるポイント
○衝撃を与えない
　リチウムイオン電池は外部からの衝撃など過度な力が加わると、内部ショート
　が生じ、発煙や発火につながります。
○一般ごみと一緒に捨てない
　一般ごみなどと一緒に廃棄されると、ごみ収集車で圧縮されることで発火につ
　ながり、ごみ収集車の破損や処理施設の火災の原因になります。
　リチウムイオン電池を内蔵していて、取り外しができない小型の家電などは、市
　役所・総合支所・支所等に設置されている小型家電回収ボックスに入れてください。

食育推進つうしん Healthy news

ご家庭にある電池類、蛍光管、水銀製品（体温計、血圧計等）を回収し
ます。電池類と蛍光管及び水銀製品に分けて、各地区で決められた
場所に、朝8時までに出してください。
詳しくは市公式ホームページをご確認ください

有害ごみの
品目・注意事項▲

生活環境課 環境衛生係問

シリーズ
エコライフ

Eco life
正しい知識でリチウムイオン電池を
安全に使おう

介護・認知症カフェ「オレンジ」

午前10時～11時30分

午前9時30分～11時30分

午前10時～11時30分

午前9時30分～11時30分

午前10時～11時30分

●

●

●

●

●

き た っ せ

溝 友 館

や ま す そ

北和田会所

ぬくもり館

6日（金）

12日（木）

13日（金）

24日（火）

25日（水）

　参加費は200円です。

問 福祉相談課（福祉まちづくりセンター内）

介護相談・認知症相談

問 健康推進課
※終了時刻までに受付を済ませてください。献血

7日（土）● ベルシャイン伊那店

午前10時～正午／
午後1時15分～3時30分

本人ミーティング（参加費無料）
14日（土）● 福祉まちづくりセンター

午後1時～3時

（ 山 寺 ）

（ 長 谷 ）

（高遠町）

（ 富 県 ）

（西箕輪）

第
13
回  

食
育
川
柳
特
選
作
品

エ
ン
エ
ン
と 

あ
と
で
泣
く
よ
り

今
減
塩

伊
那
東
小
５
年　

武
井 

彰
太
朗
さ
ん

た
け
い　

し
ょ
う
た
ろ
う

お
店
で
も 

か
な
わ
ぬ
母
の

オ
ム
ラ
イ
ス

東
春
近
小
６
年　

小
松 

凛
音
さ
ん

こ
ま
つ　

り
の
ん

は
ぁ
お
い
し
い 
わ
た
し
が
作
っ
た

お
み
そ
し
る

美
篶
小
５
年　

中
村 

心
優
さ
ん

な
か
む
ら　

み
ゆ
う

給
食
で 

お
か
わ
り
じ
ゃ
ん
け
ん

い
や
分
け
合
い

新
山
小
６
年　

境 

澄
々
花
さ
ん

さ
か
い　

す
ず
か

お
に
ぎ
り
を 

暖
か
い
手
で

包
み
こ
む

手
良
小
５
年　

赤
羽  

美
咲
さ
ん

あ
か
は
ね　

 

み　

さ

3月8日（日）は「春の環境美化活動」「有害ごみの回収日」
■有害ごみの回収
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2月
税理士会員による税務相談
行政書士による各種相談

公証人による公証相談

消費生活相談

交通事故巡回相談

心配ごと相談

司法書士による法律相談

弁護士による法律相談

ひきこもり相談

税理士会伊那支部 ☎74-8170

12日（木）午前9時～11時
19日（木）午前9時30分～11時30分

市役所303会議室
長谷総合支所

要予約
要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

相談は無料です。お気軽にどうぞ。 各種相談
相談内容 いつ どこ お問い合わせ先

精神科医による精神保健相談

くらしと健康の相談会
（弁護士・保健師による相談） 日程はお問い合せください。

9日（月）午後2時～5時

日程はお問い合わせください。臨床心理士によるこころの相談

人権相談

健康相談

健康相談

月・水・金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時

伊那保健福祉事務所　
健康づくり支援課
伊那保健福祉事務所　
健康づくり支援課

伊那市保健センター

健康推進課 保健係

健康推進課 保健係

高遠町総合支所 市民福祉課

健康推進課 保健係

伊那保健福祉事務所
健康づくり支援課 ☎76-6837
伊那保健福祉事務所
健康づくり支援課 ☎76-6837

女性相談 月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時 伊那市保健センター 子育てサポート課

こども相談係 ☎72-0999

総務課 庶務係行政相談

長野地方法務局伊那支局 ☎78-3462

福祉相談課 相談支援係

福祉まちづくりセンター
「ふれあい相談センター」 ☎72-8186
※予約受付：火・木・金曜日
　（祝日を除く）午前９時～午後４時

月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

※都合により変更になることがありますので、電話でご確認ください。
※市内のみ掲載しています。市外については市公式ホームページをご覧ください。

2月の 休日緊急当番医・休日当番薬局　　

22日
日

15日
日

1日
日

8日
日

23日
月・祝

11日
水・祝

たかはし医院

北原内科

富士眼科医院

アイン薬局荒井橋店

遠州屋薬局

原内科消化器科医院

河野医院

前沢眼科医院

アイン薬局みすず店

アイン薬局伊那竜東店

下條医院

伊那市国保長藤診療所

ケイ皮フ科クリニック

アイン伊那薬局

かなみいろは堂薬局

野沢医院

ふかさわ耳鼻咽喉科医院

このはなクリニック

アイセイ薬局伊那春日町店

くろごうち内科循環器科医院

酒井医院

アイン薬局伊那竜東店

池上医院

厚生連みすず診療所

アイン薬局みすず店

ホシ薬局

71-5121
94-2255
74-7166
98-5350
94-2201
77-0177
72-3208
76-0600
77-0102
78-7883
76-5353
94-2001
71-7881
77-0085
94-1168
74-5000
77-1833
98-8814
96-7341
77-0582
72-4835
78-7883
72-4060
71-5556
77-0102
72-2365

（内、小、消）
（内）
（眼）

（内、消）
（内、小）
（眼）

（内、小、脳）
（整）
（皮）

（内）
（耳）
（婦）

（内、循）
（内、婦）

（内）
（内）

医
医
医
薬
薬
医
医
医
薬
薬
医
医
医
薬
薬
医
医
医
薬
医
医
薬
医
医
薬
薬

荒 井
高 遠 町
狐 島
荒 井
高 遠 町
前 原
東 春 近
中 央
前 原
中 央
手 良
高 遠 町
上 新 田
手 良
高 遠 町
西 町
山 寺
上 新 田
西 町
　 境 　
富 県
中 央
坂 下
美 篶
前 原
坂 下

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

　

13日（金）午後1時～3時

6日（金）、20日（金）、27日（金）
午前9時～正午

火・木・金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時

19日（木）午前10時～午後3時

月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後5時

18日（水）午後1時～3時
2月、3月は実施しません。

長野地方法務局伊那支局

福祉まちづくりセンター

福祉まちづくりセンター

福祉まちづくりセンター

福祉まちづくりセンター

伊那合同庁舎内交通事故相談室

伊那市消費生活センター

伊那公証役場

行政書士会 伊那支部

上伊那地域振興局 総務管理課 ☎76-6803

伊那市消費生活センター ☎96-8165

伊那公証役場　☎73-8622

行政書士会伊那支部 ☎73-2208

月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時
3日（火）、17日（火）午前9時～11時30分
10日（火）、24日（火）午前9時～11時30分

高遠町文化センター
長谷健康増進センター

休日歯科診療
上伊那口腔保健センター　☎78-8510
1(日)、8(日)、11(水・祝)、15(日)、
22(日)、23(月・祝)
受付時間：午前8時30分～11時30分

水道料金・下水道使用料
伊那市上下水道料金センター　☎78-5125
日時：月～金曜日（祝日は除く）
　　 午前8時30分～午後5時15分
場所：市役所1階

ごみ処理施設
上伊那クリーンセンター　☎98-8337
燃やせるごみ受入日：月～金曜日
午前8時30分～午後4時30分
2月の休日受入日：23日(月・祝)
クリーンセンター八乙女　☎79-8773
大規模改修工事のため
2月は燃やせないごみ、粗大ごみの
受け入れは休止となります。

証明書交付等取扱
市民サービスコーナー  （伊那市役所内）
2月の開設日：土曜日、日曜日、祝日
　　　　時間：午前8時30分～午後5時
　　　　※23（月・祝）は休業
コンビニ交付
　　　時間：午前6時30分～午後11時
取扱証明書：住民票・印鑑登録証明書・
           　戸籍謄抄本・戸籍の附票・
　　　　　 所得証明書
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文  化  施  設  だより

C
u

l t
u r a

l  f a c i l i t y

社
会
教
育
委
員
が
行
く

P19・P20
P21
P22

●生涯学習センターからのお知らせ

●信州高遠美術館からのお知らせ
●図書館からのお知らせ P23

P24・25●創造館だより

●高遠町歴史博物館
   伊那市民俗資料館からのお知らせ

発行：
令和8年2月1日

月号�
2026年

18 市報いな

※それぞれの日程や内容が変更になる場合があります。 詳しくは市公式ホームページをご覧いただくか、各施設にお問い合わせください。

令
和
7
年
12
月
7
日（
伊
那
市
創
造
館
）

第
25
回  

伊
那
市
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
旧
陸
軍
伊
那
飛
行
場
を
中
心
に
〜

伊
那
市
と
戦
争
、

　
そ
の
記
録
と
記
憶

Inspection Report
　
今
年
度
は「
市
内
の
戦
争
遺
跡
か
ら
平
和
を
考
え
る
」と

し
て
、2
つ
の
事
例
発
表
と
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
１
は
、旧
陸
軍
伊
那
飛
行
場
の
格
納
庫

基
礎
の
発
掘
調
査
報
告
で
、写
真
か
ら
基
礎
の
深
さ

と
建
設
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ぜ
ひ
、

こ
の
貴
重
な
調
査
資
料
を
保
存
し
、後
世
に
伝
え
て

いって
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
事
例
発
表
２
は
、陸
軍
伊
那
飛
行
場
関
連
資
料
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。7
月
に
創
造
館
で
開
催
さ
れ
た

特
別
展
を
観
て
い
た
の
で
、新
し
く
発
掘
さ
れ
た
資
料

の
こ
と
や
、飛
行
場
の
所
長
を
務
め
た
米
田
氏
と
そ
の

ご
家
族
に
関
す
る
お
話
を
、よ
り
興
味
深
く
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た「
飛
行
場
の
誘
致
は
、伊
那

近
隣
の
町
村
の
要
望
で
あ
っ
た
」こ
と
に
は
驚
き
ま
し

た
。今
後
と
も
、陸
軍
伊
那
飛
行
場
を
軸
と
し
た「
戦

争
と
平
和
」に
関
す
る
学
び
を
大
事
に
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

基
調
講
演「
平
和
を
も
と
め
た
青
年
た
ち
-戦
後

伊
那
の
文
化
と
社
会
」で
は
、参
考
文
献
の
多
さ
、幅

広
さ
に
ま
ず
敬
服
し
ま
し
た
。戦
後
の
伊
那
の
青
年

た
ち
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
、さ
ま
ざ
ま
な
資
料
か
ら

「
上
伊
那
に
は
平
和
を
求
め
る
学
び
や
流
れ
が
あ
る
」

こ
と
に
つ
い
て
、理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
と
関
連
し
て
、戦
争
遺
跡
の
保
存・活
用

の
重
要
性
や
、戦
争
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
こ
と
、平
和

を
求
め
る
学
び
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

酒
井　
照
明

さ
か
い

て
る
あ
き
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プリント配線板の開発・設計・製造・販売

長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪12238

生涯学習センターお知らせ

　当センターのニシザワいなっせホールは、３台のピアノを備え、そのどれ
もが現在では製造できない象牙の鍵盤です。響きのよいホールで、３台の
ピアノを弾き比べて楽しんでみませんか？

あなたも一流ピアニスト
～気軽にコンサートピアノを弾こう～ Vol.24

【日　時】3月26日(木)、27日(金)、28日(土)
　　　　午前9時～午後8時
【会　場】いなっせ6階　「ニシザワいなっせホール」
【参加費】500円／１時間　(１家族または１グループ）
【受　付】1月31日(土)～　　定員になり次第締め切ります。
　　　　午前9時～午後8時
※今回受け付けているものは <VOL.24> 3月開催分のみです。
※窓口受付のみです。
※一家族（グループ）１回のみの予約とさせていただきます。
【お問い合わせ】NPO法人クラシックワールド

第23回 春をよぶ
フルートアンサンブルコンサート

【日　時】2月15日(日)
　　　　午前の部：午前11時～（開場午前10時30分）
　　　　午後の部：午後 2時～（開場午後1時30分）
【会　場】いなっせ6階「ニシザワいなっせホール」
【入場料】前売り：500円（学生無料）
　　　　当日：700円
　　　　<全席自由>
【テーマ】「彩（いろどり）」
【曲　目】・白鳥の湖
　　　　・青い珊瑚礁
　　　　・にじ
　　　　・ラプソディ・イン・ブルー
　　　　ほか
【出　演】伊那フルートアンサンブル
【お問い合わせ】
ＮＰＯ法人クラシックワールド

～遠き山に響く　音楽の絆～

【日　時】3月22日(日)　午後4時～(開場午後3時)
【会　場】いなっせ6階「ニシザワいなっせホール」
【入場料】前売り　一般:5,000円/学生:2,500円
　　　　当　日　一般:5,500円/学生:3,000円
【演　目】
・シューベルト：弦楽四重奏曲　ハ短調　D703断章
・シュターミッツ：ヴァイオリンとヴィオラのための
　　　　　　　  協奏交響曲　ニ長調　第一楽章
・ドヴォルザーク：ピアノ五重奏曲第一番　イ長調　作品5
・ドヴォルザーク：ピアノ五重奏曲第ニ番　イ長調　作品81
ヴァイオリン：田中 和美
ヴィオラ：大庫 るい
【お問い合わせ】
NPO法人クラシックワールド
※曲目は変更になる場合があります。

日下部かおり＆シュターミッツ四重奏団
くさかべ

「室内楽セミナー」で仲間と音楽しませんか♪

【開催日】１日目：3月8日(日)　セミナー　午前10時～午後4時
　　　　２日目：4月5日(日)　セミナー　午前10時～午後4時
　　　　３日目：4月26日(日)　午前＜リハーサル＞
　　　　午後＜発表会（一般無料公開）＞
【会　場】１日目・２日目：いなっせ8階多目的レッスン室
　　　　３日目：いなっせ6階　「ニシザワいなっせホール」
【参加費】 
Ａコース：演奏時間5分以内20,000円/曲
Ｂコース：演奏時間8分程度30,000円/曲
Ｃコース：課題曲10,000円/1人
※複合コースでの参加費設定もあります。
※各コースについての詳細は、申し込み時にご確認ください。
【募集定員】
Ａ・Ｂコース：3組～8組
Ｃコース：計13名程度
※各パートに人数制限があります。
【受　付】 令和7年12月6日（土）～
※各コースとも定員になり次第
受付終了とさせていただきます。
【お問い合わせ】
NPO法人クラシックワールド

大人のための室内楽セミナー Vol.6

おおくら

たなか かずみ

 ♪日本楽器製造CF(ヤマハの前身)
 　　 ♪スタインウェイ＆サンズ(D-274)
　　　　　　 ♪ヤマハ(CFⅢSA)
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※会場をご予約される際、日程・会場がご希望どおり確保できない場合があります。恐れ入りますが、あらかじめ予備日をご用意ください。
※主催者の都合により、催事の内容・時間などが変更になる場合もありますのでご了承ください。

伊那市生涯学習センター
〒396-0025 伊那市荒井3500-1（いなっせビル内）　☎0265-78-5801／FAX.0265-78-5802
HP:http://www.inacity.jp　e-mail:sgc@inacity.jp

開館時間：午前8時30分～午後10時　休館日：毎週水曜日（水曜日が祝日の場合は木曜日)・年末年始

お申し込み・お問い合わせ

春休み 子ども人形劇場
チビッコ達あつまれ！たのしい人形劇が始まるよ♪

【日　時】3月20日（金・祝）　午後2時～（開場1時30分）
【会　場】いなっせ6階「ニシザワいなっせホール」
【入場料】前売り200円/当日250円
　　　　（1歳未満は無料）
【演　目】花咲爺～はなさかじいさん
【出　演】人形芝居　燕屋
【お問い合わせ】
NPO法人伊那芸術文化協会

伊那市高遠町出身　矢澤亘　～長野公演　開催～

【日　時】2月22日（日）　午後2時～（開場午後1時30分）
【会　場】いなっせ6階「ニシザワいなっせホール」
【入場料】一般：2,000円　高校生以下：無料〈全席自由〉
【プログラム】
・F.シュミット/伝説　作品66
・B.マントヴァーニ/春のロンド
・F.デュクリュック/ソナタ　嬰ハ調
・J.シベリウス/ヴァイオリン協奏曲　ニ短調　作品47　ほか
ピアノ：弘中 佑子
【お問い合わせ】
NPO法人クラシックワールド
※曲目は変更になる場合があります。

[ホール・展示ギャラリー]
【予約対象期間】令和9年3月1日(月)～30日(火)
[会議室などそのほかの施設]
【予約対象期間】令和8年5月1日(金)～31日(日)

【日　時】3月1日(日)
     　　  受付開始:午後6時30分～ 調整会議:午後7時～　　　　
【会　場】研修室501（生涯学習センター5階）
      　　 ※午後7時前には必ずお集まりください。

3月の予約調整会議

4日(水)、12日(木)、18日(水)、25日(水)
休館日2月

ちびっこ広場から   2月のお知らせ
会場：生涯学習センター7階ちびっこ広場

※予定は、変更または中止になる場合があります。

【英語あそび】17日（火）午前10時30分～午前11時
【助産師さんの相談日】 17日(火)午前11時～正午頃

2月の主な催し物
ニシザワいなっせホール(6階)
● 1日(日） 伝統文化おやこ体験フェスタ　午後1時～
● 7日(土) 上映会「ぼくが生きてる、ふたつの世界」
 午前10時～　午後1時10分～　午後4時20分～
●11日(水・祝)　伊那弥生ヶ丘高等学校器楽クラブ
 第18回 定期演奏会　午後1時～
●15日(日) 第23回 春をよぶフルートアンサンブルコンサート
 午前の部：午前11時～ 午後の部：午後2時～
●17日(火) まほらいな市民大学　午後1時30分～
●21日(土) 第40回　伊那朗読の会発表会　午後1時30分～
●22日(日) 矢澤亘　サクソフォンリサイタル 　午後2時～
●28日(土) 詩吟講習会　午前9時15分～

展示ギャラリー(2階)
●16日(月)～3月16日(月) 午前9時～午後4時
　令和7年度確定申告(土・日・祝は除く)

童謡唱歌教室～ふるさとの四季・春編～
早春から春爛漫の唄を歌いましょう♪～スライド上映もあります～

【日　時】3月13日(金)　午前10時45分～(開場午前10時15分)
【会　場】いなっせ6階「ニシザワいなっせホール」
【入場料】無料　
【資料代】200円
【曲　目】・早春賦
　　　　・春の歌
　　　　・どこかで春が
　　　　・春が呼んでるよ
　　　　ほか

指　　　　 　揮  ：  池 上　眞 澄
オルガン・ピアノ  ：  石川  みどり
解　　　　 　説  ：  宮 原　輝 雄
進　　　　 　行  ：  金丸  恵美子
写　　　　 　真  ：  富県写真クラブ
企　　　　 　画  ：  北 沢　理 光

いけがみ ますみ

いしかわ

みやはら

かなまる

きたざわ りこう

え み こ

てるお

●チケットは、二次元
　コードからお求め
　いただけます。

ひろなか

矢澤 亘　サクソフォン リサイタル
やざわ わたる

ゆうこ

　生涯学習センター７階の“ちびっこ広場”は、お子さんと保護
者の方が安心して一緒に遊べる屋内広場。ご利用は無料です。



お知らせ

〒396-0025　伊那市荒井3417-2
TEL.0265-73-2222　
FAX.0265-76-7122
開館時間：午前10時～午後7時
休館日：毎週月曜日、毎月最終火曜日

伊那図書館
〒396-0211 伊那市高遠町西高遠810-1
TEL.0265-94-3698　FAX.0265-94-2056
開館時間：午前10時～午後7時
日曜日のみ開館時間：午後5時まで
休館日：毎週月曜日、毎月最終金曜日、祝日

高遠町図書館

公民館図書室 お問合せ：TEL.0265-73-2222　

春近郷ふれあい館図書室 富県ふるさと館図書室

長谷公民館図書室 西箕輪ぬくもり館図書交流スペース

西春近公民館図書室てらとぴあ手良図書室

★手良おはなし会　午前10時30分

★美篶おはなし会　午前10時30分

は休館日です

美篶きらめき館図書室

は職員がいます
※平日～土曜日は自動貸出機が使えます

4日(水) 午前11時　定員15組親子でふれあいリトミック 予約優先
14日（土）午前11時
あま～い食べ物の絵本の読み聞かせを
します。

おはなし会

28日（土）午前10時30分
絵本の読み聞かせや遊べる工作
「リールの魚つり」をします。

こどもひろば

0-1歳児対象（わらべうた）
2-3歳児対象（読み聞かせ）

11日（水・祝）、25日（水）午前11時
18日（水）午前11時おはなしのひろば

全年齢対象
28日（土）午前10時30分おはなしぱれっとのおはなし会

井戸川 射子/著　講談社

日常の中の小さな喜び
を描く作品。
2022 年下半期芥川賞
受賞作。

今月のおすすめ本
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 ｜ 耐　震 ｜ 耐　久 ｜ 耐火性 ｜ 
RCコンクリートの家高いデザイン性

オンリーワン

お洒落なコンクリートに、木の温もりが融合した住まい
木造住宅＆
リフォームも
承ります。

見積り無料 お気軽にご相談ください。

TEL.0265-72-7221  FAX.0265-72-7225
〒396-0023 長野県伊那市山寺 254-4
建設業/長野県知事許可（特-6）第27046号　宅地建物取引業免許　長野県知事（14）第1464号

図書館

2日（月）、9日（月）、11日（水・祝）、16日（月）、
23日（月・祝）、24日（火）、27日（金）

休館日
2日（月）、9日（月）、16（月）、23日（月・祝）、
24（火）

休館日2月 2月

おはなし会・イベント

寒くてこもりがちな冬、暖かな自宅で本で学びを。
「学び直しの冬」(第一図書室）

にゃんにゃんにゃん。猫の出てくる絵本を集めました。
「猫の絵本」(こども部屋）

テーマブック

おはなし会・イベント

『この世の喜びよ』

はらぺこ 写真展 1月30日（金）～10日（火）

11日（水）つくるこつくりて 工作教室
伊那小学校6年生 裂き織り展 12日（木）～20日（金）

ギャラリー

歴代の受賞作を集めます。何を読もうか迷っている方、ぜひ！
「芥川賞・直木賞受賞作」(一般室）

雑誌「MOE」主催の絵本ランキングです。大人も楽しめます。
「絵本屋さん大賞2025」(児童室）

お正月企画

★

★

日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11
1 2 3 4

12 13
5 6

14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

7

日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11
1 2 3 4

12 13
5 6

14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

7

日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11
1 2 3 4

12 13
5 6

14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

7

日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11
1 2 3 4

12 13
5 6

14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

7

日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11
1 2 3 4

12 13
5 6

14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

7

日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11
1 2 3 4

12 13
5 6

14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

7

日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11
1 2 3 4

12 13
5 6

14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

7



お知らせ

今月の一押し!

入 館 料　一般800円（割引料金700円）
　　　　　※東京藝術大学連携40年展特別料金
※高校生および18歳未満の方、障害者手帳などをお持ちの方とその付き添いの方1人は無料です。

信州高遠美術館
TEL.0265-94-3666  FAX.0265-94-3936　e-mail: t-bjk@inacity.jp
開館時間　午前9時～午後5時（最終受付は午後4時30分まで）

〒396-0213　伊那市高遠町東高遠400

6月
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信州高遠美術館

2日(月)～28日(日)
休館日2月

展示会情報
東京藝術大学連携40年展　藝大卒展〈サテライト〉

休館日のお知らせ
　信州高遠美術館は、館内LED工事等のため次のとおり休館します。ご不便をおかけい
たしますが、ご理解くださいますようお願いします。
【期　間】2月2日（月）～3月20日(金・祝)
【その他】休館期間中でも美術館にお問い合わせいただけます。
　　　　※月曜日～金曜日(祝日を除く)午前8時30分～午後5時15分

　小泉清は明治33年、ラフカディオ・ハーン＝小泉八

雲の三男として生まれました。画才は父譲りで、画家を

志した小泉は幾多の苦難を経て、昭和21年、46歳で画

壇にデビュ―しました。終戦後の空虚な画壇の中にお

いて激しい色彩で厚塗りの、荒々しいタッチが特徴的

な油彩画を描き、異色の画家として精彩を放ちました。

　小泉は自画像を多く残しています。その多くは荒々

しい筆致で、顔はデフォルメされて描かれています。本

作は濃紺を基調として描かれ、陰鬱な表情を浮かべて

います。

　小泉は生涯、自分の中にある西洋と東洋の血に葛

藤し、克服しようとしてもがき苦しみました。自画像に

は、おそらくそんな小泉の心象風景が現れているので

しょう。

【会　期】3月21日（土）～5月31日(日)
【内　容】今年、東京藝術大学と伊那市(旧高遠町)が連携事業を始めて40年になります。その

ことを記念して東京藝大の卒業・修了作品展から選りすぐりの作品を展示します。

東京藝術大学との連携

　高遠藩出身で東京藝術大学の前身である東京音楽学
校の初代校長として活躍した伊澤修二の功績を顕彰する
ため、藝大創立100周年にあたる昭和62年に大学の全面
的な協力をいただき、伊澤修二記念音楽祭を開催したこ
とから連携が始まりました。

美術学部との連携

連携の始まり

　美術部門でも、当時東京藝大学長であった平山郁夫氏
（伊那市名誉市民）の展覧会の開催などを行っていました
が、さらなる連携の深化を模索する中、平成17年に当時の
副学長宮田亮平氏（元藝大学長、元文化庁長官）と教授の
福井爽人氏による二人展を開催すると同時に、宮田氏と
藝大生によるワークショップを実施しました。ワークショ
ップは、現在も東京藝術大学デザインプロジェクトとして
続いています。

昭和62年度 第1回伊澤修二先生記念音楽祭（～現在）
平成５年度 「平山郁夫展」開催（以降５回開催）
平成17年度 「福井爽人・宮田亮平二人展」開催
 「宮田先生と芸大生によるワークショップ」開催
平成22年度 音楽祭の名称を変更「第24回伊澤修二記念音楽祭」
平成29年度 東京藝術大学連携伊那市塩供の家デザインプロジェクト開始（～令和元年度）
令和元年度 「モリカラモリへ－８人の作家と東京藝術大学デザインプロジェクト－」開催
令和４年度 伊那市×東京藝術大学デザインプロジェクト開始（現在に至る）

「自画像」
制作年不詳

素材・技法：コンテ・水彩／紙

小泉 清
（1899-1962）

きよしこいずみ



お知らせ

民俗資料館歴史博物館

高遠町歴史博物館
〒396-0213 伊那市高遠町東高遠457　
TEL.94-4444  FAX.94-4460
e-mail : t-rhk@inacity.jp

両館とも高校生以下および18歳未満の方、障害者手帳等をお持ちの方（付添いの方１人を含む）は無料です。団体その他の減免制度についてはお問
い合わせください。開館時間：【歴史博物館】午前9時～午後5時、【民俗資料館】午前10時～午後4時　入館受付けは各館とも閉館30分前までです。
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伊那市民俗資料館
高遠町歴史博物館

休館日　毎週火曜日、水曜日、木曜日、2日（月）～6日（金）
※11日（水・祝）は開館します。

伊那市民俗資料館2月 入館料／一 般 200円
休館日　2日（月）、9日(月）、12日（木）、16日（月）、
17日（火）、24日（火）～27日（金）

高遠町歴史博物館 入館料／一 般 400円2月

令和８年度春季企画展
「高遠藩士の仕事と暮らし」
【日　時】２月28日（土）～6月14日（日）
【会　場】2階第3展示室

◎ギャラリートーク 2月28日（土）午前10時30分から
（入館料が必要です）
　学芸員による展示解説を行います。お気軽にお越しください。

常設展示資料紹介

　高遠ゆかりの洋画家・書家で知られる中村不折が、明治41年
（1908）に療養中に書いた習作です。中国の六朝書に習ったもので、こ
れまでの書にはないユニークな字体が当時の書道界で大きな話題と
なりました。
　『龍眠帖』は出版後たちまちに売り切れとなり、相次いで重版となり
ました。こちらはそのなかでも初版であり、たいへん貴重です。

　内田文右衛門は江戸時代末期の高
遠藩の祐筆でした。祐筆は主君が出す
文書を清書するのが仕事で、現在奉書
や高札（下書きを含む）が遺されてい
ます。

第3回 親子で楽しむ ひな祭り 
春のお茶会

【日　時】３月1日（日）午前１０時～正午
【会　場】伊那市民俗資料館（高遠なつかし館・旧馬島家住宅）
【参加費】小学生とその保護者1組で1,000円（入館料、お菓

子・抹茶代を含む）
【定　員】10組　【予　約】電話で受付中。
※詳細は前号をご覧ください。

『龍眠帖』初版
　中村不折
　明治41年（1908）
　当館蔵
2月23日（月・祝）まで
第3展示室で展示中

りゅうみんちょう

山下雪山筆《内田文右衛門肖像》
　明治時代　個人寄託、当館保管

うちだせつざん ぶ ん え も ん

伊那市民俗資料館
〒396-0213 伊那市高遠町東高遠2074
TEL・FAX.94-4044
e-mail : t-msk@inacity.jp

【期間】2月7日（土）～4月19日（日）
【会　場】伊那市民俗資料館（高遠なつかし館・旧馬島家住宅）
　今年で20年目の開催と
なります。高遠藩の藩医の
住まいであった「県宝旧馬
島家住宅」を中心に、江戸
時代～平成のひな人形を
300体以上展示します。

ひな人形展

古今雛(こきんびな)

第3８回歴博講座
～伊那市古文書保存活用推進事業関連講座～

【日　時】３月７日（土）午後１時３０分～３時
【会　場】地域間交流施設（歴博隣り）
【講　師】春日 由紀夫 氏（東伊那公民館長）
【演　題】デジタルとアナログのハイブリッド風土記（仮）
　駒ヶ根市東伊那で現在行われている区誌編さん事業と、地区
の将来を見据えた史料の収集・デジタル化についてお話しいた
だきます。　
【参加費】100円　【定　員】40人
【予　約】２月７日（土）から電話かメールで受け付けます。

かすが ゆ き お

ふせつ

しゅうさく

ゆうひつ

ほうしょ

のこ

りくちょうしょ

　今年度伊那市で行われた古文書収集の状況と古文書の目録整理・
デジタル化について報告し、類似の取り組みについての講演を行いま
す。

湯ポイントカードは、どなたでもお作りいただけます。フロントにお声をかけてください。

ポイント 3倍がポイント 3倍が

伊那市いきいき応援券を
600円分ご利用の方対　象

使わないとそん！

伊那市西箕輪3480-1
TEL.0265-76-8760

伊那市高遠町西高遠928-2
TEL.0265-94-3118

2月1日～
3月末まで
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容量1㎥あたり16,500円
となります。
サイズは1.5㎥・3㎥・8㎥と
大きさが選べます。

ごみ回収コンテナ貸出サービス ゴミの出張引取りサービス

ごみなら 何でもOK!!
生ゴミもご相談ください
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いい
っ
ぷ
く

　

今
は
寒
さ
が
一
番
厳
し
い
時
期
で
す
が
、私

の
住
む
高
遠
で
は「
寒
い
の
も
だ
る
ま
市
ま
で
。

だ
る
ま
市
を
過
ぎ
れ
ば
春
は
も
う
そ
こ
だ
よ
」

と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。ま
さ
に
そ
の

言
葉
通
り
で
、日
一
日
と
陽
も
長
く
な
り
、も

う
す
ぐ
立
春
を
迎
え
ま
す
。

　

春
、農
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。今
は
ほ
と
ん

ど
が
機
械
化
さ
れ
、ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
苗
床
を

つ
く
り
、ト
ラ
ク
タ
ー
で
代
掻
き
を
し
、乗
用
の

田
植
え
機
が
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。昭
和
３０
年

代
、兼
業
農
家
の
我
が
家
は
、人
力
が
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
し
た
の
で
、休
み
の
日
に
は
、子

ど
も
も
早
朝
か
ら
野
良
仕
事
に
駆
り
出
さ
れ

ま
し
た
。苗
間
の
あ
っ
た
田
ん
ぼ
は
県
道
端
に

あ
り
、ち
ょ
う
ど
苗
間
作
り
の
時
季
は
花
見
と

重
な
り
ま
す
の
で
、多
く
の
車
が
行
き
交
い
ま

す
。タ
カ
ト
オ
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
が
咲
き
誇
る

城
址
公
園
か
ら
は
、当
時
大
音
量
で
音
楽
が

流
れ
て
い
ま
し
た
。町
場
に
住
む
同
級
生
を
う

ら
や
ま
し
く
思
い
な
が
ら
、冷
た
い
水
の
中
、何

も
言
わ
ず
に
籾
撒
き
を
し
て
い
る
両
親
を
じ
っ

と
見
つ
め
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。こ
の

時
期
、ど
の
家
も
家
族
総
出
で
働
い
て
い
ま
し

た
の
で
、野
良
が
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。ぽ

つ
ん
と
一
人
で
土
手
草
を
刈
っ
て
い
る
今
、と

て
も
当
時
の
こ
と
は
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
。か

つ
て
あ
っ
た
田
ん
ぼ
は
、道
路
拡
張
の
た
め
姿

を
消
し
ま
し
た
が
、当
時
の
ち
ょっ
ぴ
り
つ
ら
く

懐
か
し
い
思
い
出
は
い
つ
ま
で
も
心
に
残
って
い

ま
す
。

高
遠
町
公
民
館
長　

矢
澤　

淳

伊那市公民館の
ホームページはこちらから▶

第569号 ［発行］令和8年2月1日 月2026年2
発行／伊那市公民館運営協議会　編集／公民館報いな編集委員会

［問い合わせ先］　〒396-0015 伊那市中央5052番地
TEL 0265-78-3447　FAX 0265-78-5866

http：//www.inacity.jp/伊那市公式ホームページ kmk@inacity.jpE-mail

１月１日（木・祝）開催
長谷地区二十歳のつどい

元日に行われた二十歳のつどいには12人が出席して、
二十歳の門出を祝いました。
友人や恩師との久しぶりの再会に笑顔がはじける中、自覚
と決意を新たにしました。

長谷公民館

今月の
Photo

ま

し
ろ

な
え
ま

か

も
み

や
ざ
わ

あ
つ
し

スポットライト
洋裁クラブ（伊那公民館）

ふるさと発見
神願様（西箕輪公民館）

分館紹介
北新分館（富県公民館）

インフォメーション
活動スナップ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P27

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P27

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P29

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P28

・・・・・・・・・・・・・・・・・・P28

じんがさま

ほくしん

はたち
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洋
裁
ク
ラ
ブ

伊
那
公
民
館

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

　

今
回
は
伊
那
公
民
館
で
活
動
す
る「
洋
裁
ク

ラ
ブ
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、昭
和
の
終
わ
り
頃
、公
民

館
の
洋
服
リ
フ
ォ
ー
ム
講
座
を
も
と
に
、講
座

参
加
者
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ク
ル
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
な
が
ら

３０
年
以
上
、現
在
は
女
性
１１
人
で
毎
月
第
２
、

第
４
水
曜
日
の
午
前
中
に
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
ク
ラ
ブ
で
は
、ワ
ン
ピ
ー
ス
や
ベ
ス
ト
、コ
ー
ト
な

ど
の
洋
服
、バ
ッ
グ
や
帽
子
、ブ
ロ
ー
チ
と
い
っ
た

小
物
な
ど
、多
彩
な
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。材

料
も
着
物
や
帯
な
ど
か
ら
の
リ
メ
イ
ク
や
自
分
の

好
き
な
布
を
使
っ
て
、参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
由

に
好
き
な
も
の
を
作
って
い
ま
す
。

　

型
紙
の
直
し
方
な
ど
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
講

師
の
畑
先
生
に
聞
い
た
り
、参
加
者
同
士
で
相
談

し
た
り
し
て
、い
ろ
ん
な
人
の
ア
イ
デ
ア
を
採
り

入
れ
な
が
ら
楽
し
く
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
作
品
を
着
て
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
り
、

お
孫
さ
ん
な
ど
家
族
に
着
て
も
ら
う
も
の
を
作
っ

た
り
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、作
品
は
公
民
館
の
文
化
祭
や
ロ
ビ
ー
展

で
展
示
を
し
て
い
ま
す
。「
展
示
に
向
け
た
作
品

作
り
は
大
変
だ
け
れ
ど
楽
し
い
」と
の
声
が
あ

り
、文
化
祭
で
は
見
た
人
か
ら「
同
じ
デ
ザ
イ
ン

で
服
を
作
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」と
言
わ
れ
る
な

ど
、来
場
者
に
好
評
で
う
れ
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

洋
裁
が
好
き
な
人
同
士
集
ま
っ
て
、料
理
な
ど

の
雑
談
を
し
な
が
ら
制
作
す
る
こ
と
も
楽
し
み
の

一つ
で
す
。3
月
に
は
伊
那
公
民
館
で
ロ
ビ
ー
展
を

行
い
ま
す
。見
学
や
参
加
希
望
の
お
問
い
合
わ
せ

は
伊
那
公
民
館
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と

発
見
発
見

！

西
箕
輪
公
民
館

　

羽
広
仲
仙
寺
の
仁
王
門
手
前
の
参
道
入
口

に
、数
本
の
大
き
な
サ
ワ
ラ
の
木
が
あ
り
ま
す
。こ

の
サ
ワ
ラ
の
木
２
本
の
間
に
、４ｍ
ほ
ど
の
高
さ
で

掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
神
願
様
で
す
。稲
わ
ら
で

編
ま
れ
た「
蛇（
羽
広
観
音
仲
仙
寺
縁
起
に
よ
る

と『
飛
竜
』）」「
柱
」「
重
し
」の
三
つ
の
部
分
を

持
つ
本
体
か
ら
な
り
、そ
こ
に
御
幣
や
祈
祷
札
や

す
べ
縄
な
ど
が
飾
り
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
祈

祷
札
に
は「
天
下
太
平
」「
村
中
安
穏
」「
参
詣
諸

人
各
願
成
就
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

神
願
様
は
昔
か
ら
ご
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
、熱

心
に
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
享
保
11

（
1
7
2
6
）年
の
仲
仙
寺
文
書「
年
中
行
事
」

に
は「
正
月
七
日
神
願
札
板
削
大
工
利
右
衛
門

　

罷
越
調
申
候　

八
日
神
願
祭
」と
い
う
記
載

が
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
頃
に
は
神
願
様
の
行
事

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
仲
仙
寺
の
境
内
で
あ
っ
た
地
区（
小

字
名
：
神
願
）に
住
ん
で
い
た
数
軒
の「
地
類
」

と
言
わ
れ
る
人
た
ち
が
寺
の
庫
裏
に
集
ま
っ
て
作

成
し
て
い
ま
し
た
が
、最
近
は

寺
の
総
代
も
加
わ
っ
て
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
作
ら
れ
た
神
願
様

は
住
職
の
読
経
に
よ
っ
て
お

眼
開
が
さ
れ
た
後
、古
い
も

の
と
取
り
替
え
ら
れ
、サ
ワ
ラ

の
木
の
上
か
ら一年
間
、地
域

の
安
全
や
幸
せ
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。「
今
年
は
り
っ
ぱ
な
蛇
に
仕
上

が
っ
た
」と
神
願
様
を
作
ら
れ
た
皆
さ
ん
も
口
々

に
お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
す
。仲
仙
寺
に
お
参
り
の
際

に
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
参
考
：『
西
箕
輪
誌
』『
羽
広
誌
』）

ち
ゅ
う
せ
ん
じ

じ
ゃ

ご
へい

き
と
う

か
か

き
ょ
う
ほ
う

り
や
く そ

ん
ち
ゅ
う
あ
ん
の
ん

に
ん
か
く
が
ん
じ
ょ
う
じ
ゅ

さ
ん
け
い
し
ょ

も
ん
じ
ょ

じ
ん
が
ふ
だ
い
た
け
ず
り

ま
か
り
こ
し
し
ら
べ
も
う
し
そ
う
ろ
う

じ
ん
が
さ
い

ど
き
ょ
う

だ
い
く
り
え
も
ん

く
り

め
あ
け

三
百
年
続
く
神
願
様

じ
ん　
　
が　
　

さ
ま

生地の色合いやサイズを確認しています 型に合わせて、丁寧に裁断します

１月３日に新しい神願様が掲げられました神願様が地域を見守っています

は
た

仲仙寺展望台

老人保健施設
はびろの里

仲仙寺
203



市報いな28

新山小学校開校１５０周年記念式典が開催されました

タイムカプセルを募集しました

●● 

期　

日
：
２
月
２４
日（
火
）

● 

時　

間
：
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
頃

● 

会　

場
：
手
良
公
民
館　

講
堂

● 

内　

容
：
高
遠
と
会
津
の
関
わ
り
に
つ
い
て

● 

講　

師
：
高
遠
町
歴
史
博
物
館

　
　
　
　
　

学
芸
員
福
澤
浩
之
さ
ん

● 

参
加
費
：
無
料

● 

お
申
し
込
み
：
不
要

● 

お
問
い
合
わ
せ

☎
０
２
６
５　
７
2　
２
７
５
５

　
（
手
良
公
民
館
）

手
良
公
民
館

　
「
歴
史
文
化
講
座
」

西
箕
輪
公
民
館

　
「
冬
の
自
然
観
察
会
」

北
新
分
館
富県公民館

分
館
紹
介

● 

期　

日
：
３
月
８
日（
日
）

● 

時　

間
：
午
前
９
時
〜
正
午
頃

● 

会　

場
：
み
は
ら
し
フ
ァ
ー
ム
７
番
駐
車
場

　
　
　
　
　
（
集
合
）

● 

内　

容
：
冬
の
自
然
を
探
し
な
が
ら
散
策

　
　
　
　
　
し
た
り
、経
ヶ
岳
植
物
園
で
簡
単
な

　
　
　
　
　
科
学
実
験
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

● 

講　

師
：
長
野
県
自
然
観
察
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　

野
口
輝
雄
さ
ん

● 

参
加
費
：
無
料

● 

定　

員
：
15
名
程
度（
先
着
順
）

● 

申
し
込
み
期
限
：
２
月
２０
日（
金
）ま
で

● 

お
問
い
合
わ
せ・お
申
し
込
み

☎
０
２
６
５　
７
2　
２
３
１
９

　
（
西
箕
輪
公
民
館
）

ほ
く
し
ん

わ
ざ
わ
い

に
い
や
ま

し
も
ふ
る
た

く
ら
さ
わ
し
ゅ
う
い
ち

　

新
山
に
は
上
新
山
と
北
新
の
二
つ
の
区
が
あ

り
、そ
れ
ぞ
れ
に
分
館
が
あ
り
ま
す
。役
員
の
任

期
は
二
年
で
す
が
、一年
ご
と
に
新
山
の
公
民
館

の
代
表
と
な
り
ま
す
。二
つ
の
分
館
が
あ
る
と

い
っ
て
も
、全
く
別
々
に
行
う
行
事
は
、敬
老
会

ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。分
館
長
・
主
事
同
士
が

日
々
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、和
気
あ
い
あ
い

と
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て「
コ
ロ
ナ
」に
よ
る
禍
も一
段
落
し
ま
し

た
。今
ま
で
何
事
も
な
く
毎
年
の
行
事
を
引
継

ぎ
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が「
新
し
い
行
事
を

行
い
た
い
」と
い
う
役
員
の
意
見
に
よ
り
、本
年

度
は
夏
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、秋
の
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
に
代
わ
る
何
か
を
と
考
え
て
い

ま
し
た
。そ
こ
で
、昨
年
度
の
上
伊
那
郡
の
分

館
長・主
事
が
集
ま
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
折
、箕

輪
町
下
古
田
の
公
民
館
か
ら
発
表
さ
れ
た「
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
」か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、今
年
度

は
新
山
小
学
校
開
校
１
５
０
周
年
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
新
し
い
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。新
山

の
各
家
庭
か
ら「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」を
募
っ
て
、

１５
年
後（
２
０
４
０
年
）の「
新
山
大
運
動
会
」

の
折
に
開
封
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。（「
新

山
大
運
動
会
」は
、保
育
園
、小
学
校
、区
民
の

皆
が一
堂
に
集
う
運
動
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
名

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

１０
月
２５
日
に
は
新
山
小
学
校
開
校
１
５
０
周

年
記
念
式
典
の
折
、タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の「
封
印

式
」を
行
い
、こ
れ
か
ら
の
１５
年
間
、そ
れ
ぞ
れ
が

健
康
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
を
祈
っ
た
次
第

で
す
。

北
新
分
館
長　

倉
澤
秀
一

北新公民館

210

今泉薬師堂

新山集落センター

新山小学校

ふ
く
ざ
わ

の
ぐ
ち

て
る
お

ひ
ろ
ゆ
き
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活動　 スナップ

12月3日(水) 西春近公民館
サンタさんと会えて大喜びの子どもたち。プレゼントももらい
大満足の様子でした。

12月19日(金) 富県公民館
富県小学校の4年生と一緒に、皆で楽しくしめ飾りを作りました。

12月16日(火) 高遠町公民館
年越しそばを自分で打てるように、冬の高遠閣で腕を磨きました。

12月13日(土) 西箕輪公民館
飯田線の誕生に貢献した川村カ子ト（アイヌ民族技師）の番組を
上映し、ご子息の二人からオンラインでお話をお聞きしました。

しめ飾り作り講座
12月17日(水) 美篶公民館
子どもたちは語り手の声に耳を傾け、物語の世界に引き込まれて
いました。

芽と実の読み聞かせ会

高遠そば・そば打ち講座

戦後80年平和企画 ～川村カネトと飯田線誕生物語～

12月15日(月) 手良公民館
魅力あふれる高遠石工の石仏群について、講演をしていただきました。

四ツ葉の集い＆おいさんずくらぶ＆手良の歴史講座

かるがも学級 クリスマス会

ね



件　　名
区　

分

陳 

情

陳 

情

本
会
議
結
果

軽油引取税の課税免除措
置の継続を求める陳情

伊那市公共施設ＬＥＤ化事業
における安全性確保と市内業
者の受注促進を求める陳情

全会一致で可決した議案など

　伊那市議会１２月定例会では29議案と請願・陳情４件、委員会提出議案1件、議員提出議案2件が提案され審議
を行いました。今定例会に上程された議案と請願・陳情を紹介します。

（人事案件）
◆公平委員会委員の選任（公平委員の選任について同意）
（一般案件）
◆公の施設の指定管理者の指定（２３区分、７２施設の指定管理者の指定）
（条例案件）
◆伊那市保育園条例の一部を改正する条例（「高遠第２・第３保育園」の名称を「高遠北おやまの保育園」に変更）
◆伊那市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（乳児等通園支援事業の設備及び
運営に関する基準が定められたことによる制定）

　など合計13案件を可決
（令和７年度補正予算案件）
◆一般会計、特別会計４会計、企業会計３会計
　（物価高騰対策として上下水道の利用者負担増の抑制などに対する補正予算を可決）
（委員会提出議案）
◆令和７年度伊那市一般会計第５回補正予算に対する附帯決議について
　（バイオマス発電の進捗やコスト等の情報を公開し、事業の確実性を期すこと。）
（請願・陳情）
◆伊那市公共施設ＬＥＤ化事業における安全性確保と市内業者の受注促進を求める陳情［継続審査］
　（公共施設のＬＥＤ化は市内業者入札、器具は本体ごと交換する陳情を趣旨採択）
　（陳情者：長野県電設業協会 伊那地区長 田中 和俊 氏）
◆診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬10％以上の引き上げを求める陳情
　（医療・介護崩壊を防ぐため、各報酬の10％以上の引き上げと賃上げ求める陳情を採択）
　（陳情者：長野県医療労働組合連合会 執行委員長　小林 吟子 氏）
◆軽油引取税の課税免除措置の継続を求める陳情
　（観光や農林業への影響を防ぐため、軽油引取税の課税免除措置の継続を求める陳情を採択）
　（陳情者：株式会社伊那リゾート 代表　白澤 裕次 氏）
◆市内全小中学校における年間を通じた有機米給食の実現を求める陳情
　（令和12年度までに全小中学校での有機米給食実現を求める陳情を趣旨採択）
　（陳情者：希望により公開しておりません）
（議員提出議案）
◆診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬１０％以上の引き上げを求める意見書の提出（可決）
◆軽油引取税の課税免除措置の継続を求める意見書の提出（可決）

賛否の分かれた審議結果など 【陳情】　陳情に賛成〇、反対×、趣旨採択☆

伊那市議会事務局
TEL 0265-96-8149
FAX 0265-76-9117
E-mail gkj@inacity.jp議会だより158

Vol.

趣
旨
採
択

陳 

情

市内全小中学校における
年間を通じた有機米給食
の実現を求める陳情

趣
旨
採
択

池
上　
　

謙

☆

☆

☆

〇

伊
藤
の
り
子

☆

☆

☆

〇

唐
木　
　

拓

☆

☆

〇

〇

小
池　
　

隆

〇

〇

〇

〇

篠
塚
み
ど
り

☆

☆

〇

〇

髙
橋　
　

姿

☆

☆

☆

〇

髙
橋　

明
星

☆

☆

〇

〇

三
石　

佳
代

☆

☆

〇

〇

湯
澤　
　

武

☆

☆

〇

〇

小
林
眞
由
美

☆

☆

☆

〇

原　
　

 

一 

馬

〇

☆

〇

〇

三
澤　

俊
明

☆

☆

〇

〇

宮
原　

英
幸

☆

☆

〇

〇

白
鳥　

敏
明

☆

☆

〇

〇

二
瓶　

裕
史

☆

☆

〇

〇

唐
澤　

千
明

☆

☆

〇

〇

飯
島　

光
豊

☆

〇

〇

〇

柳
川　

広
美

☆

〇

〇

〇

田
畑
正
敏（
議
長
）

議
長

議
長

議
長
議
長

野
口　

輝
雄

☆

☆

〇

〇

採 

択

委
員
会
結
果
趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

委員長報告「趣旨採択」を採決

「趣旨採択」が否決されたため改めて採決

HP Instagram Facebook
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池
上　

謙

い
け
が
み

け
ん

唐
澤
千
明

か
ら
さ
わ

ち
あ
き

本
年
度
の
南
ア
ル
プ

ス
ク
イ
ー
ン
ラ
イ
ン
と

分
杭
気
の
里
ラ
イ
ン
の
運
送

実
績
は
。市

長　

ク
イ
ー
ン
ラ

イ
ン
は
過
去
最
多
の

６
万
３
６
６
２
人
、気
の
里
ラ

イ
ン
は
大
幅
に
減
少
し
、２
万

２
８
７
７
人
で
あ
っ
た
。

駐
車
料
金
に
つ
い
て
、

リ
ピ
ー
タ
ー
へ
の
軽

減
措
置
を
。

市
長　

リ
ピ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
、領
収
書
３
枚
で
一
回
無
料

と
し
て
い
る
。

防
災
行
政
無
線
の
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音

が
届
か
な
い
区
域
が
あ
る
こ

と
や
、屋
内
に
い
て
音
が
聞
こ

え
に
く
い
こ
と
へ
の
対
策
は
。

市
長　

子
局
は
市
内

2
0
9
ヶ
所
に
設
置

さ
れ
て
お
り
順
次
新
し
い
機

種
に
取
り
替
え
て
い
く
。地
域

安
心
安
全
メ
ー
ル
や
防
災

ア
プ
リ
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

利
用
し
た
防
災
ラ
ジ
オ
な
ど

で
防
災
無
線
と
同
じ
内
容
を

流
し
て
い
る
。

自
動
架
電（
オ
ー
ト

コ
ー
ル
）と
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
音
声
認
識
に
よ
る
シ

ス
テ
ム
は
、避
難
の
状
況
や
安

否
確
認
の
返
答
を
集
約
・
文

字
化
し
て
確
認
で
き
る
こ
と

や
、平
時
で
の
高
齢
者
の
見

守
り
や
安
価
な
費
用
で
導
入

が
可
能
で
あ
り
、導
入
を
。

市
長

提
案
の
シ
ス
テ

ム
は
避
難
情
報
の
伝

達
だ
け
で
な
く
双
方
向
の
や

り
取
り
が
可
能
で
、安
否
確
認

や
結
果
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把

握
、集
計
で
き
、優
れ
た
機
能

が
あ
る
。導
入
に
つ
い
て
は
平

時
で
の
利
用
方
法
や
費
用
等

を
含
め
調
査
し
、検
討
す
る
。

高
遠
町
・
長
谷
の
過
疎

地
域
に
お
い
て
、直
営

診
療
所
の
存
続
は
、生
活
に
係

る
死
活
問
題
で
あ
る
。今
後
の

直
営
診
療
所
存
続
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

市
長　

ど
こ
の
病
院

も
赤
字
で
厳
し
い
状

況
下
で
は
あ
る
が
、継
続
し
て

医
療
を
確
保
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。今
後
の
東
部
地
区
医
療

の
在
り
方
を
検
討
し
な
が

ら
、医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、

信
州
大
学
や
信
州
医
師
確
保

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
働
き

か
け
た
い
。

問

問問答 答

答

権
兵
衛
ト
ン
ネ
ル
開
通
20
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

災
害
時
の
伝
達
手
段
に

オ
ー
ト
コ
ー
ル
活
用
に
つ
い
て

今
後
の
国
保
直
営
美
和
診

療
所
等
の
存
続
に
つ
い
て

一般
質問

12月伊那市議会定例会
令和７年１２月伊那市議会定例会の一般質問は、１２月9日、10日、1１日の

３日間にわたって行われ、19人の議員が質問に立ちました。質問と答弁の
主な内容をお知らせします。

南
ア
ル
プ
ス
林
道
バ
ス
事

業
の
本
年
度
運
送
実
績
の

見
込
み
に
つ
い
て

南
ア
ル
プ
ス
登
山
に
対
す

る
入
山
料（
任
意
協
力
金
）

の
収
入
見
込
み
に
つ
い
て

今
シ
ー
ズ
ン
の
協
力

金
の
総
額
は
ど
う
か
。

ま
た
、山
岳
公
衆
ト
イ
レ
等
の

利
用
者
寄
付
金
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。長

谷
総
合
支
所
長

現
在
ま
で
の
登
山
者

協
力
金
は
1
8
9
万
円
余
、

山
岳
ト
イ
レ
の
寄
付
金
は
一
回

１
０
０
円
で
１
２
３
万
円
余

で
あ
っ
た
。

問答

問問 答

答
県
外
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
需
要
が
増
え
る
と

予
想
さ
れ
る
中
、ホ
テ
ル
・
旅

館
の
誘
致
が
必
要
で
は
。

市
長

市
内
の
宿
泊

施
設
は
不
足
し
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
る
。農
家
民
泊

も
受
入
農
家
を
増
や
し
た
い
。

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
見

晴
ら
し
の
良
い
場
所
に

便
所
の
み
の
休
憩
所
設
置
を
。

市
長

日
本
を
代
表

す
る
景
観
で
あ
り
、小

規
模
休
憩
所
の
検
討
を
し
て
き

た
が
、み
は
ら
し
フ
ァ
ー
ム
へ

の
誘
導
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問問 答答
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柳
川
広
美

や
な
が
わ

ひ
ろ
み

唐
木　

拓

か
ら
き

た
く

小
林
眞
由
美

こ
ば
や
し

ま
ゆ
み

一
定
期
間
利
用
し
、そ

の
間
に
市
内
で
長
期

的
に
使
用
で
き
る
事
務
所
を

探
す
た
め
の
足
が
か
り
と
な

る
施
設
で
あ
る
べ
き
で
は
。

市
長　

使
用
期
間
終

了
後
に
は
、速
や
か
に

市
内
に
事
務
所
を
開
設
し
、

空
き
が
生
じ
る
こ
と
な
く
利

用
者
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

利
用
企
業
は
、本
業

を
行
い
な
が
ら
契
約

満
了
ま
で
に
新
た
な
事
務
所

を
探
す
こ
と
は
大
き
な
負

担
。円
滑
な
移
行
を
支
援
す

る
た
め
、サ
ポ
ー
ト
体
制
を

整
え
る
べ
き
で
は
。

市
長　

今
後
、支
援

体
制
を
し
っ
か
り
と

整
え
て
い
き
た
い
。

古
い
タ
イ
プ
の
緑
色

の
回
覧
板
が
、現
在
も

多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。一
方

で
、市
は
業
者
に
、「
在
庫
が

な
い
」と
し
て
新
た
な
回
覧
板

の
作
成
を
依
頼
し
て
い
る
。未

使
用
の
回
覧
板
の
実
態
を
把

握
せ
ず
新
規
発
注
を
行
う
こ

と
は
、資
源
管
理
の
観
点
か

ら
も
適
切
で
は
な
い
。

市
長

未
使
用
の
ま

ま
使
わ
れ
て
い
な
い
事

実
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、速
や

か
に
調
査
を
行
い
見
直
す
。

①
伊
那
市
手
話
言
語

条
例
制
定
に
向
け
た

市
の
考
え
は
。

②
手
話
施
策
推
進
法
を
受
け

て
市
の
具
体
策
は
。

市
長　

①
先
進
事
例

を
参
考
に
、研
究
を
進

め
る
。

②
上
伊
那
８
市
町
村
で
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
の
実
施
、

手
話
通
訳
者
の
配
置
、手
話

通
訳
者
等
の
派
遣
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

聴
覚
障
害
児
や
難
聴

の
子
ど
も
と
保
護
者

が
手
話
を
学
べ
る
講
座
や
支

援
制
度
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長

聴
覚
に
障

害
の
あ
る
子
ど
も
達

が
自
分
の
思
い
を
表
現
し
、家

族
や
友
達
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
は
、健
や

か
な
発
達
に
重
要
。手
話
学

習
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、関
係
団
体
等
と
連
携

し
な
が
ら
、手
話
に
ふ
れ
る

機
会
を
案
内
し
て
い
き
た
い
。

問問 答答 手
話
施
策
推
進
法
の

制
定
と
、伊
那
市
手
話
言
語

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

①
来
年
度
か
ら
学
校

給
食
費
無
償
化
の
国

の
方
針
が
示
さ
れ
た
ら
市
は

実
施
す
る
の
か
。

②
給
食
費
無
償
化
に
な
っ

て
も
、食
材
の
国
産
・
地
産
・

有
機
栽
培
米
の
使
用
等
は

今
ま
で
通
り
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
。

市
長

①
国
の
無
償

化
方
針
が
決
ま
れ
ば
、

実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

②
子
ど
も
が
食
べ
る
物
は
安

心
・
安
全
と
の
方
針
。今
年
度

は
全
て
の
小
中
学
校
に
有
機

栽
培
米
約
6.3
ト
ン
を
提
供
す

る
。子
ど
も
の
健
全
な
発
達
の

為
に
必
要
な
質
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、地
産
地
消
や
食
育

は
今
後
も
推
進
す
る
。有
機
栽

培
米
の
差
額
負
担
も
具
体
化

す
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

問答 学
校
給
食
費
無
償
化
と
給

食
食
材
高
騰
対
策
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
保
険
証
一
本
化
に
伴

う
市
民
不
安
と
マ
イ
ナ
救

急
事
業
の
現
況
に
つ
い
て

回
覧
板
の
あ
り
方
に
つ
い
て

健
康
保
険
証
廃
止
に

伴
う
市
民
の
不
安
に

市
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
か
。市

長　

医
療
機
関
受

診
の
際
に
は
、マ
イ
ナ

保
険
証
ま
た
は
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
者
発
行
の
資
格

確
認
書
で
受
診
で
き
る
旨
の

チ
ラ
シ
の
送
付
を
し
て
い
る

ほ
か
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
周
知
し
て
い
る
。ま
た
、

市
民
か
ら
の
保
険
証
登
録
が

出
来
て
い
る
の
か
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
に
は
加
入
保
険
に

関
わ
ら
ず
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。

お
薬
手
帳
の
必
要
性

と
マ
イ
ナ
保
険
証
と

の
併
用
に
つ
い
て
市
民
へ
の

説
明
を
。

問問 答

市
長

マ
イ
ナ
保
険

証
へ
の
最
新
の
情
報

反
映
に
約
１
ヶ
月
か
か
る

が
、お
薬
手
帳
は
直
近
の
投

薬
情
報
の
ほ
か
、市
販
薬
、副

作
用
歴
、ア
レ
ル
ギ
ー
、本
人

が
記
入
す
る
様
々
な
情
報

を
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、

重
要
な
傷
病
者
の
情
報
源
で

あ
る
。マ
イ
ナ
保
険
証
と
の

併
用
が
望
ま
し
く
、提
示
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
、利
点
や

常
に
携
帯
す
る
こ
と
な
ど
を

周
知
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
救
急
事
業
の

現
況
は
。

市
長　

令
和
７
年
10

月
か
ら
の
実
証
事
業

で
12
台
の
救
急
車
に
マ
イ
ナ

保
険
証
を
読
み
取
る
機
器
を

配
備
し
運
用
し
て
い
る
。11
月

時
点
で
95
件
の
救
急
事
案
で

活
用
。活
用
率
7.5
％
。令
和
８

年
４
月
本
格
運
用
に
つ
い
て
、

再
度
広
報
す
る
。

問 答答

市
所
有
の
レ
ン
タ
ル
オ

フ
ィ
ス
に
つ
い
て

問問 答答

問答
公
共
施
設
と
し
て
の
公

平
性
の
確
保
、民
間
事

務
所
へ
の
影
響
、さ
ら
に
は
企
業

誘
致
の
低
下
を
避
け
る
た
め
に

も
、民
間
事
務
所
へ
の
移
行
を

促
す
仕
組
み
と
、退
去
後
を
見

据
え
た
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
は

不
可
欠
で
あ
る
。早
急
に
支
援

体
制
を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見

回
覧
板
が
使
用
さ
れ
て

い
な
い
背
景
に
は
理
由

が
あ
り
、そ
の
一
つ
と
し
て
使
い

勝
手
の
悪
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

新
た
に
作
成
を
依
頼
す
る
の
で

あ
れ
ば
、現
場
で
実
際
に
使
わ

れ
る
よ
う
、利
便
性
を
向
上
さ

せ
た
仕
様
に
改
善
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

意
見
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髙
橋
明
星

た
か
は
し

め
い
せ
い

原　
一
馬

は
ら

か
ず
ま

飯
島
光
豊

い
い
じ
ま

み
つ
と
よ

生
活
道
路
30
キ
ロ
規
制
と

伊
駒
ア
ル
プ
ス
ロ
ー
ド
及

び
道
路
網
構
想
に
つ
い
て

イ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
に
仲
間
を

作
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

官
民
共
創
の
ま
ち
づ
く
り

Ｗ
Ｇ
の
現
況
に
つ
い
て

伊
那
新
校（
仮
称
）の
校

歌
制
定
に
向
け
た
提
案

「
介
護
崩
壊
」と
介
護
保
険

制
度
の
抜
本
改
善
に
つ
い
て

①
昨
年
政
府
が
介
護

基
本
報
酬
を
大
幅
に

引
き
下
げ
た
た
め
、全
自
治
体

の
５
分
の
１
の
訪
問
介
護
事

業
所
が
赤
字
で
あ
る
。市
の
認

識
と
現
状
は
。②
春
富
ふ
く

じ
ゅ
園
の
撤
退
要
因
は
何
か
。

③
高
遠
町・長
谷
の
訪
問
介
護

事
業
所
も
あ
と
１
箇
所
で
心

配
。④
政
府
の
介
護
保
険
利
用

料
の
２
割
負
担
拡
大
、ケ
ア
プ

ラ
ン
有
料
化
、介
護
度
１・２
の

介
護
保
険
外
し
の
改
悪
は
許

せ
な
い
が
。⑤
村
上
市
は
基
金

を
財
源
に
事
業
所
へ
年

1
4
0
0
万
円
支
援
し
て
い

る
が
、市
も
支
援
で
き
な
い
か
。

市
長

①
大
変
厳
し

い
状
況
は
承
知
し
て
い

る
。課
題
は
介
護
職
員
確
保

と
事
業
の
運
営
継
続
で
あ
る
。

②
赤
字
と
施
設
の
老
朽
化
等

問答

で
あ
る
。

健
康
福
祉
部
長　

③
現
状
で

は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て

い
る
状
況
。

市
長　

④
市
長
会
で
利
用
者

や
自
治
体
の
意
見
を
踏
ま
え

検
討
す
る
よ
う
、国
に
提
言

し
て
い
る
。

⑤
介
護
報
酬
引
き
下
げ
に
対

す
る
事
業
所
へ
の
支
援
金
は

考
え
て
な
い
。

①
市
と
し
て
生
活
道

路
の
速
度
抑
制
に
つ

な
が
る
ハ
ン
プ
等
の
設
置
は
。

②
車
屋
大
久
保
線
の
渋
滞
解

消
と
し
て
三
峰
川
架
橋
を
先

に
架
け
る
よ
う
に
要
望
し
て

欲
し
い
。③
中
心
市
街
地
の

渋
滞
対
策
や
西
春
近
唐
木
地

籍
の
交
通
安
全
対
策
と
し

て
、外
環
状
線
の
整
備
を
進

め
て
欲
し
い
。

市
長　

①
住
民
の
合

意
形
成
が
あ
れ
ば
検

討
し
た
い
。②
三
峰
川
ま
で
の

４
工
区
、５
工
区
の
整
備
を

国
に
要
望
し
て
い
く
。③
バ
イ

パ
ス
の
早
期
完
成
を
国
、県

に
要
望
し
進
め
て
い
く
。

問答

農
振
除
外
の
規
制
が

厳
し
く
な
り
住
宅
が
建
て

ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て

物
価
高
騰
か
ら
市
民
の

生
活
を
守
る
経
済
対
策
と

国
の
補
正
予
算
に
つ
い
て

食
料
品
や
光
熱
費
の

高
騰
で
、生
活
の
厳
し

さ
が
一
層
増
し
て
い
る
。国
の

物
価
高
騰
対
策
は
、迅
速
か

つ
効
果
的
に
市
民
・
事
業
者

に
届
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

伊
那
市
の
対
応
は
。

市
長

国
の
補
正
予

算
は
12
月
現
在
審
議

中
だ
が
、各
部
署
で
事
業
メ

ニ
ュ
ー
を
検
討
し
て
い
る
。

国
の
物
価
高
騰
対
策

の
交
付
金
は
、地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
使
う
こ
と

が
出
来
る
。実
行
性
を
高
め

る
た
め
に
は
、低
所
得
世
帯
へ

の
対
応
だ
け
で
な
く
、税
や
社

会
保
障
の
負
担
が
重
い
中
間

層
ま
で
広
く
支
援
が
行
き
渡

る
こ
と
が
重
要
。市
の
効
果

的
な
政
策
は
何
か
。

問問 答

市
長

貧
困
格
差
は

大
き
く
な
っ
て
お
り
生

活
困
窮
者
に
は
支
援
を
届
け

た
い
。一
般
の
市
民
だ
け
で
は
な

く
事
業
者
、福
祉
関
係
な
ど
、

広
く
浸
透
し
て
い
く
も
の
に
使

う
こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
。

地
域
経
済
活
性
化
の

起
爆
剤「
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
」発
行
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

市
長　

効
果
は
あ
る

が
発
行
に
多
額
の
市

費
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

答答 問
農
地
を
転
用
し
て
住

宅
を
建
て
る
方
の
９
割

は
子
育
て
世
帯
で
あ
り
、伊
那

市
の
移
住・定
住
政
策
に
も
影

響
が
あ
る
。伊
那
市
と
し
て
、

何
ら
か
対
応
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

農
地
の
保
全

と
農
業
の
継
続
支
援

は
重
要
な
政
策
で
あ
る
が
、

宅
地
等
へ
の
開
発
は
地
域
振

興
に
つ
な
が
る
大
事
な
一
面

も
あ
る
。地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
対
応
し
て
い
き
た
い
。

答 問

イ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
に
森
の

仲
間
な
ど
新
し
い
仲
間

を
加
え
、伊
那
市
の
多
様
な
魅

力
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
世

界
観
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

専
門
家
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
ブ

ラ
ン
ド
ス
ロ
ー
ガ
ン「
森
と
い

き
る
伊
那
市
」の
浸
透
に
向

け
た
政
策
展
開
の
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。市
民
参
加
型

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民

の
皆
さ
ん
が
伊
那
市
を
自
分

ご
と
と
し
て
考
え
る
き
っ
か

け
づ
く
り
と
な
る
よ
う「
い
な

か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
。

問答
Ｗ
Ｇ
活
動
の
情
報
が

市
民
に
届
き
に
く
い
。

問

よ
り
多
く
の
市
民
参
加
に
つ

な
げ
る
今
後
の
改
善
策
は
。

市
長　

若
者
や
女
性

の
参
加
が
少
な
い
の

が
課
題
。今
後
は
参
加
す
る

こ
と
に
楽
し
み
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
仕
掛
け
や
動
機
付

け
を
検
討
し
、情
報
発
信
を

強
化
し
て
い
く
。

答
伊
那
北
高
校
と
伊
那

弥
生
ケ
丘
高
校
両
校

の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、世
界
で
活
躍

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｇ
ｎ
ｕ
の
二
人
に
校
歌
の
楽

曲
作
成
を
依
頼
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、市
と
し
て
県
教
委
に

提
案
・
要
望
を
届
け
る
こ
と

は
可
能
か
。生
徒
の
誇
り
と

な
り
、市
民
全
体
が「
自
分
ご

と
」と
し
て
新
校
に
関
心
を

持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

市
長　

Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

G
n
u
は
地
元
と
し

て
大
変
嬉
し
く
誇
り
に
思
う

存
在
で
あ
る
。校
歌
制
定
は

県
の
判
断
と
な
る
。県
の

方
向
性
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

問答
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篠
塚
み
ど
り

し
の
づ
か

三
石
佳
代

み
つ
い
し

か
よ

伊
藤
の
り
子

い
と
う

こ

伊
那
弥
生
ケ
丘
高
校
の

将
来
活
用
と
お
も
ち
ゃ
美

術
館
の
誘
致
に
つ
い
て

物
価
高
騰
対
策
へ
、

商
品
券
配
布
は

子
ど
も
と
過
ご
せ
る
日「
ラ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
」の
導
入
は

鉱
物
資
源
に
対
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

金
鉱
脈
の
調
査
と

採
掘
業
推
進
に
つ
い
て

山
形
県
遊
佐
町
で
は
、

平
成
15
年
か
ら
、中
高

生
が
選
挙
を
経
て
予
算
を
使

い
政
策
を
実
行
す
る
実
践
的

な「
少
年
議
会
」を
実
施
し
て

い
る
。投
票
率
向
上
や
人
材

育
成
な
ど
の
成
果
も
あ
り
、

生
ま
れ
て
い
る
。伊
那
市
で
も

同
様
の
実
践
型
子
ど
も
議
会

を
導
入
し
て
は
。

市
長

伊
那
市
で
は

「
中
学
生
キ
ャ
リ
ア

フ
ェ
ス
」の
よ
う
に
、子
ど
も
が

意
見
表
明
し
参
加
す
る
機
会

を
大
切
に
し
て
い
る
。「
子
ど
も

議
会
」は
、参
加
し
や
す
い
方

法
等
も
含
め
研
究
し
て
い
く
。

子
ど
も
議
会
の
検
討
を

問答

伊
那
弥
生
ケ
丘
高
校

の
将
来
活
用
策
と
し

て
、お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
誘
致

可
能
性
を
提
案
す
る
。遊
び
を

通
じ
た
木
育
・
子
育
て・
教
育

効
果
が
高
く
、不
登
校
児
に
も

配
慮
で
き
る
。自
立
型
施
設
を

目
指
せ
る
と
思
う
が
、市
長
の

見
解
は
ど
う
か
。

市
長

伊
那
市
で
は

既
存
の
木
育
施
策
を

継
続
・
充
実
さ
せ
、伊
那
弥
生

ケ
丘
高
校
将
来
活
用
に
つ
い
て

は
自
然
や
木
に
関
わ
る
も
の

も
含
め
総
合
的
に
検
討
す
る
。

問答
平
成
30
年
に
進
徳
の

森
と
中
村
弥
六
資
料

が
林
業
遺
産
に
登
録
。弥
六

は
日
本
初
の
林
学
博
士
で
近

代
林
学
の
父
で
あ
り
、森
林

法
制
定
に
も
尽
力
し
た
。伊

那
市
が
掲
げ
る「
森
と
い
き

る
」施
策
の
一
環
と
し
て
進
徳

の
森
を
活
用
で
き
な
い
か
。

市
長　

進
徳
の
森
は
、

希
少
な
樹
木
や
斜
面

保
全
を
学
べ
る
場
と
し
て
、市

民
向
け
発
信
と
学
習
機
会
の

充
実
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

進
徳
の
森
の
活
用
を

問答

鉱
石
は
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
基
礎
的
資

材
だ
が
大
部
分
は
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
。国
内
鉱
物
資
源

の
探
査
や
開
発
に
は
現
地
市

町
村
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。

鉱
物
資
源
に
対
す
る
考
え
、

取
り
組
み
、計
画
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。市

長

国
内
で
賄
う

こ
と
に
は
同
感
。民
間

企
業
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
る

と
い
う
認
識
、市
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
も
今
後
も
な
い
。

問答
金
鶏
金
山
、諏
訪
金
山

の
位
置
を
み
る
と
芝

平
地
域
で
も
金
採
掘
が
で
き

問

る
可
能
性
が
あ
る
。言
い
伝
え

で
は
芝
平
付
近
は
昭
和
25
年

頃
ま
で
露
天
堀
り
が
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。こ
れ

ま
で
の
金
鉱
脈
調
査
実
施
の

有
無
と
今
後
の
予
定
は
。

市
長

近
年
、金
鉱
脈

に
限
定
し
た
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
。高
遠
町
誌
で

武
田
信
玄
に
よ
る
芝
平
山
で

の
金
採
掘
の
記
録
が
あ
る
が

詳
細
は
不
明
。明
治
時
代
に
民

間
事
業
者
に
よ
り
計
画
さ
れ

た
が
成
功
に
至
っ
て
い
な
い
。

今
後
の
調
査
の
予
定
は
な
い
。

金
山
の
閉
山
理
由
や

採
掘
を
断
念
し
た
経

緯
を
み
る
と
堀
り
尽
く
し
て

無
く
な
っ
た
訳
で
は
な
い
こ

と
が
伺
え
る
。当
時
は
背
負

子
で
背
負
っ
て
運
ん
だ
の
で

採
算
が
合
わ
な
か
っ
た
が
今

は
技
術
や
運
搬
方
法
が
違

う
。金
採
掘
を
地
場
産
業
と

し
て
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

市
が
事
業
主

体
と
な
り
取
り
組
む

こ
と
は
な
い
。民
間
事
業
者

な
ど
が
事
業
計
画
し
た
場
合

は
関
連
法
令
の
調
整
、生
活
、

環
境
な
ど
へ
の
影
響
を
考
慮

し
て
可
能
な
協
力
を
行
う
。

問答 答

災
害
時
支
援
Ｓ
Ｏ
Ｓ
バ

ン
ダ
ナ
支
給
配
布
は
。

市
長

希
望
が
多
け
れ

ば
配
布
検
討
も
あ
る
。

避
難
所
で
の
女
性
や

乳
幼
児
の
い
る
家
庭

へ
の
備
蓄
用
品
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
確
保
は
。

市
長　

粉
ミ
ル
ク
は

県
の
備
蓄
目
安
を
充

足
し
て
い
る
。プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
、パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
簡
易

テ
ン
ト
で
確
保
す
る
。

市
は
南
海
ト
ラ
フ
地

震
防
災
対
策
推
進
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。地
震

火
災
防
止
の
た
め
に
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
設
置
補
助
は
。

市
長

地
震
時
に
は
、

避
難
す
る
前
に
ブ
レ
ー

カ
ー
を
切
る
事
を
周
知
し
てい
く
。

仮
称
美
原
防
災
ス

ポ
ー
ツ
施
設
で
の
備

問問問問 答答答

蓄
用
品
確
保
や
、避
難
時
の

渋
滞
緩
和
へ
国
道
１
５
３
号

バ
イ
パ
ス
早
期
工
事
建
設
は
。

市
長

当
施
設
は
支

援
物
資
の
集
積
拠
点

と
捉
え
、敷
地
に
隣
接
す
る

公
園
へ
の
防
災
設
備
に
つ
い

て
は
検
討
中
。国
道
1
5
3

号
バ
イ
パ
ス
は
、重
要
物
流
道

路
、緊
急
輸
送
道
路
に
指
定

さ
れ
て
お
り
大
変
重
要
な
道

路
。地
元
の
声
を
国
県
に
伝

え
、引
き
続
き
事
業
促
進
を

強
く
要
望
し
て
い
く
。

答
物
価
高
騰
対
策
へ
、商

品
券
配
布
は
。

市
長

国
は
補
正
予

算
案
の
審
議
中
。国
か

ら
の
提
示
を
待
ち
効
果
的
な

対
策
を
検
討
す
る
。県
の
対
策

と
重
複
し
な
い
よ
う
、市
の
補

正
予
算
案
を
編
成
し
て
い
く
。

問答
土
日
就
業
の
家
族
が

子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご

す
制
度
導
入
は
。

教
育
長

県
、他
市
町

村
を
注
視
し
研
究
す
る
。

災
害
に
備
え
て
の
対
策
に
つ
い
て

問答
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湯
澤　

武

ゆ
ざ
わ

た
け
し

宮
原
英
幸

み
や
は
ら

ひ
で
ゆ
き

野
口
輝
雄

の
ぐ
ち

て
る
お

障
が
い
児
等
の
フ
ァ
ミ
リ
ー・

サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
制
度
活

用
と
、医
療
的
ケ
ア
児
者
の

訪
問
入
浴
の
充
実
に
つ
い
て

こ
ど
も
部
新
設
を
機
に

保
育
園
の「
ご
は
ん
持
参
」

の
改
善
を

伊
那
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
未
来
都

市
計
画
等
に
関
わ
る
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
に
つ
い
て

住
民
の
困
り
事
と
し
て
、お

た
す
け
券
と
雪
か
き
及
び

交
通
安
全
協
会
に
つ
い
て

熱
中
症
対
策
と
物
価

高
騰
対
策
の
推
進
を

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

安
全
な
回
収
に
つ
い
て

南
ア
ル
プ
ス
ジ
オ
パ
ー
ク
の

更
な
る
活
性
化
は
教
育
か
ら

熊
被
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
ま
で
の

地
域
脱
炭
素
・
再
エ
ネ

推
進
交
付
金
事
業
の
進
捗
、

ま
た
水
素
燃
料
等
の
活
用
検

討
は
進
ん
で
い
る
か
。

市
長　

市
に
相
応
し

い
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
取
組
を
進
め
、概
ね

順
調
で
あ
る
。水
素
は
利
活

用
範
囲
が
広
く
県
内
の
状
況

見
て
当
市
で
可
能
な
こ
と
を

考
え
て
い
き
た
い
。緑
の
循
環

認
証
に
よ
る
木
材
利
用
拡
大

は
加
盟
の
動
き
が
あ
れ
ば

協
力
し
て
い
く
。

地
熱
は
有
用
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
だ
が
市
内

施
設
へ
の
利
用
検
討
は
で
き

な
い
か
。市

長　

節
電
率
が
高

い
の
で
、今
後
建
替
え

問問 答答

等
の
選
択
肢
と
し
た
い
。

お
た
す
け
券
利
用
率

の
低
さ
対
策
は
し
て

い
る
か
。市

長　

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

減
少
等
の
影
響
も
あ
る
が
、

交
付
方
法
や
地
域
社
協
と
の

協
力
等
検
討
し
た
い
。

除
雪
指
定
路
線
見
直

し
は
必
要
な
い
か
。せ

め
て
高
遠
地
区
小
学
校
周
辺

道
路
の
除
雪
を
で
き
な
い
か
。

市
長　

除
雪
業
者
の

諸
事
情
等
あ
り
新
規

路
線
の
追
加
は
難
し
い
。市

内
小
中
学
校
は
立
地
状
況
に

よ
り
、引
続
き
地
元
の
協
力

も
願
い
た
い
。

交
通
安
全
協
会
の
今

後
を
ど
う
す
る
か
。

市
長　

高
遠
地
区
の

２
支
部
脱
退
の
動
き

は
承
知
し
て
い
る
が
、運
営
の

最
善
の
方
法
を
模
索
し
て
い

く
。市
で
は
安
協
の
活
動
が

継
続
す
る
よ
う
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
く
。

問問問 答答答

①
南
ア
ル
プ
ス
ジ
オ

パ
ー
ク
の
現
場
を
ほ

と
ん
ど
の
児
童
が
見
て
い
な

い
現
状
を
ど
う
思
う
か
。

②
小
学
校
の
授
業
の
中
に
市

内
の
全
小
学
校
で
特
定
の
学

年
で
ジ
オ
の
現
場
を
見
学
す

る
学
習
が
組
め
な
い
か
。

③
仙
流
荘
付
近
に
南
ア
ル
プ

ス
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設

の
設
立
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

①
小
学
生
が

ジ
オ
の
現
場
を
知
ら

な
い
事
は
残
念
で
あ
る
。校
長

会
で
も
更
に
提
案
し
、多
く
の

小
学
生
に
現
場
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。

教
育
長　

②
故
郷
の
魅
力
を

伝
え
る
事
は
大
切
な
事
で
あ

り
、ジ
オ
パ
ー
ク
は
そ
の
魅
力

の
一
つ
で
あ
る
。引
き
続
き
担

当
課
と
協
力
し
て
そ
の
魅
力

問答

を
伝
え
て
い
く
。

市
長　

③
南
ア
ル
プ
ス
ジ
オ

パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、近
隣
に
素
晴
ら
し
い
施

設
が
あ
る
の
で
、伊
那
市
に
建

て
る
事
は
考
え
て
い
な
い
。現

在
の
施
設
や
展
示
を
充
実
し

て
い
き
た
い
。

保
育
園
の「
ご
は
ん
持

参
」を「
ご
は
ん
提
供
」

に
改
善
を
し
た
い
た
だ
く
方

向
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

市
長　

給
食
室
に
炊

飯
器
設
置
の
有
無
に

つ
い
て
は
、今
後
調
査
・
研
究

を
し
て
み
な
い
と
解
ら
な
い

部
分
が
あ
る
。完
全
給
食
は

望
ま
し
い
が
、現
状
で
は
様
々

な
課
題
が
あ
る
。改
善
に
つ
い

て
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
研
究
を

し
て
い
く
。

問答

①
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
設
置
を
。

②
水
道
料
金
の
基
本
料
金
分

の
無
償
化
を
。

③
政
府
備
蓄
米
を
申
請
し
、

子
ど
も
食
堂
に
活
用
を
。

④
給
食
食
材
費
の
高
騰
分
支
援
を
。

市
長

①
次
年
度
に
企

業
と
も
連
携
し
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す
る
。

②
選
択
肢
と
し
て
検
討
中
で
あ

る
が
、実
施
す
る
と
す
れ
ば
市

民
＋
企
業
も
対
象
に
考
え
た
い
。

③
備
蓄
米
と
企
業
や
市
民
か

ら
の
ご
寄
附
を
活
用
し
た
い
。

④
６
月
の
補
正
予
算
で
物
価
高

騰
分
20
％
を
支
援
し
て
い
る
。

問答

①
制
度
の
周
知
強
化

を
。

②
医
療
的
ケ
ア
の
訪
問
入
浴

利
用
回
数
の
改
善
を
。

市
長

①
伊
那
養
護

学
校
保
護
者
を
含
め
多

く
の
市
民
へ
の
周
知
に
努
め

る
。②
週
２
回
認
め
て
い
る
場

合
も
あ
る
。訪
問
入
浴
の
利
用

回
数
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問答
上
伊
那
広
域
で
安
全
な

回
収
方
法
の
検
討
を

市
長　

令
和
８
年
４

月
か
ら
発
火
性
危
険

物
と
し
て
、毎
月
の
資
源
物

に
合
わ
せ
12
品
目
を
回
収
す

る
。周
知
を
準
備
し
て
い
る
。

問答
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
と
緊

急
銃
猟
の
体
制
作
り
は
。

市
長　

市
民
の
命
を

守
る
こ
と
を
最
優
先

に
、生
活
圏
で
は
迅
速
に
排

除
で
き
て
い
る
。緊
急
銃
猟
は

猟
友
会
等
関
係
機
関
と
連
携

し
取
り
組
み
、電
気
柵
設
置

や
誘
因
物
の
撤
去
等
市
民
の

協
力
も
お
願
い
し
た
い
。

問答
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小
池　

隆

こ
い
け

た
か
し

髙
橋　

姿

た
か
は
し

す
が
た

白
鳥
敏
明

し
ろ
と
り

と
し
あ
き

中
高
生
と
地
域
の
つ
な
が

り
づ
く
り
と
公
民
館
の
下

校
時
開
放
に
つ
い
て

自
治
会
役
員
の
事
務
負

担
軽
減
と
集
落
支
援
員

の
活
用
に
つ
い
て

モ
ル
ッ
ク
で
広
が
る

『
森
と
い
き
る
伊
那
市
』

の
未
来
づ
く
り
に
つ
い
て

合
併
20
年
の
総
括
と
伊
那
新

校
校
歌
で
描
く
次
の
20
年

障
が
い
児
の
通
学
支
援
に

つ
い
て

消
防
団
と
連
携
し
た
防
災

教
育
の
推
進
に
つ
い
て

中
高
生
の
自
治
会
参

加
を
進
め
る
た
め
、市

の
支
援
は
。

市
長

協
働
の
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
を
活
用

し
、商
品
券
等
の
謝
礼
も
可
能
。

子
ど
も
の
安
全
確
保

と
し
て
の
公
民
館
の

下
校
時
開
放
は
。

市
長

管
理
等
の
責

任
整
理
が
必
要
。関
係

者
の
合
意
が
必
要
と
考
え
る
。

集
落
支
援
員
に
よ
る
自
治

会
事
務
支
援
に
つ
い
て
。

市
長　

事
務
補
助
中

心
の
配
置
は
困
難
。各

自
治
会
で
事
務
事
業
の
見
直

問問 問 答答

し
・ス
リ
ム
化
が
重
要
。

自
治
会
事
務
軽
減
の

モ
デ
ル
事
業
実
施
は
。

市
長　

本
年
度
の
モ

デ
ル
地
域
で
の
成
果

を
踏
ま
え
、他
地
域
へ
の
展
開

や
Ｄ
Ｘ
活
用
を
検
討
す
る
。

問答
『
森
と
い
き
る
伊
那
市
』を

施
策
に
ど
う
反
映
す
る
か
。

市
長　

子
育
て
・
福

祉
・
産
業
な
ど
分
野
横

断
で
、森
の
価
値
観
を
日
常

施
策
に
反
映
し
て
い
く
。

モ
ル
ッ
ク
を
木
育
教
材

と
し
て
活
用
で
き
る
か
。

市
長

木
育
推
進
等
の

一
助
の
可
能
性
は
あ
る
。

体
験
機
会
の
拡
充
を
進
め
る
。

モ
ル
ッ
ク
大
会
の
開

催
は
ど
う
か
。

市
長

理
念
発
信
の

機
会
と
し
て
有
効
で
、

体
験
の
機
会
を
作
り
、競
技
団

体
等
の
後
押
し
を
し
て
い
く
。

健
康
増
進
策
と
し
て

の
位
置
づ
け
は
。

市
長　

年
齢
を
問
わ

ず
楽
し
め
る
特
性
を

生
か
し
検
討
す
る
。

問問問問 答答答答

答

新
た
な
市
町
村
合
併
に

つ
い
て
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

今
は
考
え
て

な
い
が
、適
宜
、必
要

に
応
じ
て
検
討
す
る
。

伊
那
市
と
し
て
、Ｋ
ｉ

ｎ
ｇ
Ｇ
ｎ
ｕ
に
よ
る

伊
那
新
校
校
歌
制
作
を
核
と

し
た
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
、ふ
る
さ
と
納
税
型
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
等
の
活
用
を
検
討
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
長

地
元
と
し
て

Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｇ
ｎ
ｕ
の
活

躍
は
大
変
嬉
し
い
。校
歌
制
作

は
い
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
う
。

問問 答答
障
害
の
あ
る
子
ど
も

の
通
学
支
援
を
家
庭

問

任
せ
か
ら
自
治
体
が
移
動
支

援
サ
ー
ビ
ス
等
を
使
い
、保

障
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市
長

の
決
意
は
。

市
長　

家
庭
内
状
況

と
家
族
負
担
の
実
態

把
握
に
努
め
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。移
動

支
援
を
行
う
事
業
所
が
不
足

し
検
討
は
難
し
い
。

障
害
児
の
ス
ク
ー
ル

タ
ク
シ
ー
利
用
の
検

討
は
可
能
か
。

市
長　

保
護
者
の
負

担
の
大
き
さ
は
課
題
。

合
理
的
配
慮
と
し
て
個
別
に

検
討
を
進
め
た
い
。

問 答答
総
務
省
消
防
庁
の「
消

防
団
の
力
向
上
モ
デ

ル
事
業
」等
の
国
の
補
助
金
を

活
用
し
、防
災
教
育
に
必
要

な
経
費
を
確
保
で
き
な
い
か
。

市
長　

消
防
団
の
力

向
上
モ
デ
ル
事
業
の

活
用
は
財
源
と
し
て
有
効
で

あ
り
、消
防
団
の
充
実
強
化

も
含
め
検
討
し
た
い
。

問答

市
報
等
の
全
戸
配
布

を
自
治
会
委
託
方
式

か
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
方
式
へ
の

移
行
検
討
を
。

市
長

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

方
式
は
、地
区
役
員
の

負
担
軽
減
と
自
治
会
未
加
入
世

帯
へ
の
配
布
が
可
能
と
な
る
一
方

で
、希
望
し
な
い
方
へ
の
配
布

や
、空
家
、ア
パ
ー
ト
の
空
室
等

へ
の
不
必
要
な
配
布
の
増
加
、毎

月
の
市
報
以
外
の
配
布
物
の
扱

い
も
課
題
と
な
る
。他
市
町
村
の

実
施
方
法
等
も
参
考
に
検
討
す

る
と
共
に
、紙
媒
体
に
よ
ら
な
い

情
報
発
信
も
進
め
て
い
き
た
い
。

自
治
会
未
加
入
者
へ
の

情
報
発
信
と
し
て
、地
域

安
心
安
全
メ
ー
ル
の
配
信
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
、市
報
情
報
の
新
設
を
。

市
長　

市
報
、全
戸

配
布
文
書
、回
覧
文

市
報
配
布
業
務
な
ど
の

改
善
施
策
に
つ
い
て

次
期
市
長
選
挙
に
つ
い
て

問問 答答

書
は
、既
に
市
Ｈ
Ｐ
と
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
発
行
都
度
掲

載
し
て
い
る
。地
域
安
心
安

全
メ
ー
ル
の
既
存
の
市
お
知

ら
せ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
、市
報

他
文
書
の
追
加
は
可
能
で
あ

り
、掲
載
し
て
い
き
た
い
。

市
長
就
任
4
期
目
の

総
括
は
。

市
長
「
対
話
と
現
場

主
義
」を
基
本
姿
勢
に
、

「
日
本
で
最
も
暮
ら
し
や
す
い
地

方
都
市
」を
目
指
し
、福
祉
、企

業
誘
致
で
働
く
場
確
保
、教
育
や

子
育
て
支
援
、移
住
定
住
策
、高

校
再
編
に
伴
う「
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
」、イ
ン
フ
ラ
整
備
、財
政
健

全
化
な
ど
に
取
り
組
み
、公
約
は

概
ね
達
成
で
き
た
。

次
期
市
長
選
挙
へ
の

所
見
は
。

市
長

立
候
補
に
は
悩

ん
だ
が「
も
う
一
期
や
っ

て
欲
し
い
」と
言
う
声
に
押
さ
れ
、

総
仕
上
げ
と
し
て
、伊
那
市
の
未

来
や
市
民
の
た
め
、将
来
の
伊
那

谷
の
た
め
、も
う
１
期
や
る
べ
く

前
向
き
に
考
え
て
い
く
。次
の
１

期
、職
員
と
一
緒
に
、市
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
や
っ
て
い
く
所
存
、

前
向
き
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

問問 答答
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三
澤
俊
明

み
さ
わ

と
し
あ
き

二
瓶
裕
史

に
へ
い

ひ
ろ
し

ロ
ケ
地
・
撮
影
地
を
活
か

し
た
聖
地
巡
礼
型
観
光

振
興
に
つ
い
て

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
実
践

校
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
―
Ｔ
Ｏ
Ｎ
の

第
２
期
指
定
に
つ
い
て

偽
情
報
・
誤
情
報
対
策
に

つ
い
て

キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
の
効
果

の
確
認
に
つ
い
て

市
内
事
業
所
の
事
業

承
継
の
現
状
に
つ
い
て

今
年
で
10
年
目
を
迎

え
る
中
学
生
キ
ャ
リ

ア
フ
ェ
ス
だ
が
、開
催
当
初
の

中
学
生
が
こ
こ
数
年
の
間
に

一
斉
に
社
会
人
と
な
る
。そ
ろ

そ
ろ
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
の
効

果
の
確
認
が
必
要
で
は
。

市
長　

ど
の
よ
う
な

効
果
あ
る
い
は
成
果

に
な
っ
て
い
る
の
か
を
き
ち

ん
と
調
査
し
、分
析
し
、そ
れ

を
も
と
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

入
り
た
い
。

問答
事
業
承
継
の
相
談
を

受
け
た
場
合
の
市
役

所
の
対
応
に
つ
い
て
、こ
れ

ま
で
の
実
績
も
含
め
て
伺
い

た
い
。

問

市
長　

毎
年
実
施
し

て
い
る
企
業
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
か
ら
、事
業
承
継

の
意
向
が
あ
る
企
業
に
は
工

業
推
進
員
が
訪
問
し
、専
門

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、積

極
的
に
対
応
し
て
い
る
。令
和

６
年
度
に
は
14
社
か
ら
相
談

を
受
け
、う
ち
７
社
と
は
具

体
的
な
事
業
承
継
対
応
が
始

ま
っ
て
い
る
。

市
が
事
業
承
継
Ｍ
＆

Ａ
相
談
を
一
本
化（
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
）と
す
る
体

制
は
つ
く
れ
な
い
か
。

市
長　

事
業
承
継
は

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
複

雑
な
問
題
が
多
く
関
わ
っ
て

お
り
、解
決
ま
で
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、長

野
県
事
業
承
継
セ
ン
タ
ー
の

専
門
職
員
が
必
要
と
考
え

る
。ま
た
、経
営
者
に
よ
っ
て

は
経
営
相
談
先
で
あ
る
商
工

会
議
所
や
融
資
相
談
先
で
あ

る
金
融
機
関
の
方
が
相
談
し

や
す
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

引
き
続
き
連
携
し
た
体
制
で

進
め
て
い
く
。

問 答答

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
進
め

て
い
る
と
さ
れ
る
実
証
事

業
に
つ
い
て
市
の
役
割
は
何
か
。

市
長　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
が
偽
・
誤
情
報
対
策

と
い
う
社
会
課
題
の
解
決
に

向
け
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開

発
で
あ
る
の
に
対
し
、伊
那
市

は
そ
の
実
現
に
向
け
て
必
須

と
な
る
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
の

提
供
で
あ
る
。

問答
ロ
ケ
地
と
し
て
各
種

撮
影
が
多
い
伊
那
市

で
あ
る
が
、ロ
ケ
地
を
観
光
振

興
に
生
か
す
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
仕
組
み
を
作
っ
て
は
。

市
長　

情
報
発
信
は

重
要
。観
光
協
会
等
と

問答

も
連
携
し
強
化
し
て
い
き
た

い
。特
に
千
代
田
湖
や
入
笠

高
原
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
聖

地
巡
礼
型
観
光
の
推
進
を
し

て
い
き
た
い
。

こ
の
指
定
は
、従
来
の

学
校
制
度
を
前
提
と

し
な
が
ら
も
、子
ど
も
が
自
分

の
学
び
を
主
体
的
に
選
び
、自

己
実
現
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
、大
き
な
学
校
改

革
で
あ
る
。伊
那
市
が
指
定

を
受
け
た
意
味
と
、今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル・
体
制
は
。

教
育
長　

学
校
内
に

あ
る
様
々
な
慣
習
や

従
来
の
方
針
を
、今
の
時
代

に
合
わ
せ
子
ど
も
の
観
点
か

ら
見
直
す
取
り
組
み
に
つ
い

て
県
に
提
案
し
指
定
を
さ
れ

た
。令
和
８
年
度
か
ら
県
費

職
員
１
人
を
配
置
し
３
年
間

を
期
間
と
し
て
取
り
組
む
。

ど
の
よ
う
な
教
育
モ
デ

ル
を
構
想
し
て
い
る
か
。

教
育
長

基
本
的
に

は
大
き
く
変
革
す
る
も

の
で
は
な
く
、既
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
の
拡
充
で
あ
る
。

問問 答答

お

知

ら

せ

請
願
・
陳
情

傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

過
去
の
議
案
な
ど
に
つ
い
て

　

請
願・陳
情
は
、原
則
と
し

て
定
例
会
開
会
前
に
開
催
さ

れ
る
議
会
運
営
委
員
会
の
前

日
正
午
ま
で
に
提
出
さ
れ
た

も
の
を
、そ
の
定
例
会
で
審

査
し
ま
す
。

ご
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
請

願・陳
情
は
、定
例
会
本
会
議

で
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、審
査

を
行
い
ま
す
。本
会
議
で
の
委

員
長
報
告
後
、採
決
し
ま
す
。

　

次
回
３
月
定
例
会
審
査
の

受
理
期
限
は
、２
月
12
日
正

午
で
す
。（
期
限
は
、変
更
と

市
議
会
は
、ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

過
去
の
議
案
、議
会
中
継

映
像
な
ど
に
つ
い
て
は
、市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、所

管
事
務
調
査
と
し
て「
人
口
減
少

と
施
設
の
見
直
し
」を
テ
ー
マ

に
、公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
現
状
確
認
を
は
じ
め
、市
民

や
地
域
と
の
意
見
交
換
、市
営

住
宅
に
関
す
る
協
議
、県
内
外
の

先
進
地
へ
の
行
政
視
察
や
オ
ン

ラ
イ
ン
視
察
な
ど
、多
角
的
な

調
査
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
公
共

施
設
の
一
元
管
理
」と「
市
営

市長へ提言書手交式の様子

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。議

会
事
務
局
へ
ご
確
認
の
上
ご

提
出
く
だ
さ
い
。）

住
宅
跡
地
の
利
活
用
と
住
環

境
整
備
」に
つ
い
て
、市
長
に

提
言
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
見
直
し
と
市
営
住
宅
の

あ
り
方
を
提
言
し
ま
し
た
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文
責
：
伊
那
市
議
会
広
報
委
員
会

令和7年8月所沢市議会広報広聴委員会が来伊

行政視察説明資料の一部

令
和
７
年

行
政
視
察
受
け
入
れ
状
況
報
告

議
員
の
た
め
の
生
成
Ａ
Ｉ

活
用
法
を
研
修
し
ま
し
た

11 .21
金

伊
那
市
議
会
の
議
会
改
革
を
は
じ
め
、新
産

業
技
術
、移
住
、農
政
、福
祉
な
ど
の
取
組
に
対

し
、全
国
各
地
の
議
会
か
ら
44
件
の
行
政
視
察

の
申
し
込
み
が
あ
り
、す
べ
て
を
受
け
入
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、関
係
部
局

の
協
力
も
得
な
が
ら
18
件
に
対
応
し
ま
し
た
。

一
月
も
新
潟
県
、山
形
県
の
市
議
会
か
ら
議
会

改
革
に
つ
い
て
の
行
政
視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
改
革
は
、議
会
に
お
け
る
主
権
者
教
育

と
し
て「
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
」の
実
施

方
法
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。市
民
と

議
会
と
の
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
重
要
課
題

議
会
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
取
組
が

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
政
策
提
言
に
つ
な
げ
る「
新

た
な
政
策
サ
イ
ク
ル
」も
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。他
の
自
治
体
の
制
度
を
単
純
に
真
似
る
の

で
は
な
く
、伊
那
市
議
会
の
実
情
に
即
し
た
改

革
を
進
め
て
き
た
点
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
議
会
政
策

（
市
民
）サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入
し
、現
在
８

名
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、議
会
と

市
民
の
距
離
を
縮
め
、政
策
決
定
へ
の
市
民
参

加
を
促
す
体
制
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

行
政
視
察
の
目
的

　

行
政
視
察
は
、地
域
の
課
題
解
決
や
住
民

福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る
政
策
形
成
の
た
め
、

現
地
の
実
情
や
先
進
事
例
を
議
員
自
ら
が
直

接
確
認
し
、知
見
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

❶
政
策
立
案
・
議
案
審
査
の
質
の
向
上

❷
新
し
い
施
策
の
導
入
・
改
善
の
た
め
の

　

情
報
収
集

❸
住
民
福
祉
の
向
上

　

こ
れ
ら
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

で
、よ
り
質
の
高
い
政
策
立
案
や
議
会
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

講師の志知貴文 氏

生成ＡＩに挑戦する市議会議員

　

伊
那
市
議
会
で
は
、地
域
活
性
化
起
業
人
と

し
て
２
年
前
ま
で
伊
那
市
で
活
躍
さ
れ
た

志
知
貴
文
氏
を
講
師
に
招
き
、「
議
員
の
た
め

の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。冒
頭
で
は
、伊
那
市
の
総
合
計
画
や
地
域

の
魅
力
な
ど
の
資
料
を
Ａ
Ｉ
に
読
み
込
ま
せ
、

「
伊
那
市
の
明
る
く
持
続
可
能
な
未
来
へ
の

取
り
組
み
」を
紹
介
す
る
説
明
動
画
を
自
動
で

作
成
す
る
デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。わ
ず
か
な

指
示
だ
け
で
、ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
付
き
の
ス
ラ
イ

ド
や
図
が
次
々
と
生
成
さ
れ
る
様
子
に
、参
加

し
た
議
員
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、生
成
Ａ
Ｉ
は「
何
で
も
答
え
る

魔
法
の
箱
」で
は
な
く
、使
う
側
の
工
夫
が

結
果
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

ま
し
た
。国
の
長
い
資
料
を
市
民
向
け
に
分
か

り
や
す
く
要
約
さ
せ
る
方
法
や
、「
あ
な
た
は

伊
那
市
議
会
議
員
で
す
」な
ど
役
割
や
対
象
、

文
字
数
、目
的
を
具
体
的
に
伝
え
て
質
問
内
容

を
深
め
る
、い
わ
ゆ
る「
プ
ロ
ン
プ
ト
」の
コ
ツ
を

体
験
的
に
学
び
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、山
形
県
南
陽
市
が
公
開
し
て
い

る
職
員
向
け「
生
成
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ン
プ
ト
集
」の

取
組
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。現
場
で
実
際
に

使
っ
て
み
て
良
か
っ
た
指
示
文
を
共
有
し
合
う

こ
と
で
、組
織
全
体
の
活
用
レ
ベ
ル
を
高
め
て

い
る
事
例
で
す
。今
後
、伊
那
市
に
お
い
て
も
、

誤
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク
や
個
人
情
報
の
保
護
に

十
分
配
慮
し
な
が
ら
、議
会
と
行
政
が
協
力
し

て
生
成
Ａ
Ｉ
を
賢
く
使
い
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。将
来
的
に
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
も
身
近

な
ツ
ー
ル
と
し
て
安
全
・
安
心
に
役
立
て
て
い

け
る
よ
う
、取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
原
稿
は
A
I
で
作
成
し
ま
し
た
。研
修
資

料
を
読
み
込
ま
せ
た
上
で
、以
下
の
プ
ロ
ン
プ
ト

（
指
示
）を
与
え
ま
し
た
。﹇
伊
那
市
の
広
報
に
載
せ

る
6
0
0
字
原
稿
。冒
頭
で
動
画
作
成
の
説
明
。﹈
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〒396-0023 伊那市山寺298-1　TEL.0265-73-2541 FAX.0265-76-7036 info@ishakyo.jpE-mail住所・連絡先

伊

那
市 社

会 福 祉 協 議

会

地域のふくしを
お届けします！

あいなちゃん

https://ina-shakyo.jp/
ホームページ　

月号2026.2

VOL.233
　 「ふくしいな」の発行には
共同募金の配分金が使われ
ています。～毎月8日は「ふくしの日」～

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
つ
ろ
ぎ
の
家

（
高
遠
町
長
藤
）で
は
、地
域
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

に
加
え
、地
域
の
方
や
利
用
者
の
ご
家
族
を
お

誘
い
し
、「
飯
田
短
期
大
学
よ
さ
こ
い
サ
ー
ク

ル・合
唱
部
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
発
表
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、地
域
交
流
会
の
開

催
は
控
え
、行
事
は
内
部
だ
け
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、今
回
は
久
し
ぶ
り
に
地
域
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
い
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、直
接

触
れ
合
っ
て
交
流
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
よ
さ
こ
い
の
発
表
で
は
、振
り
付
け
を
教
え

て
も
ら
っ
て
一
緒
に
手
を
動
か
し
た
り
、学
生

さ
ん
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
た
り
、元
気
い
っ
ぱ
い

の
踊
り
や
歌
に
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
も
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、活
気
に
満
ち
た
1
日
で
し
た
。

　
地
域
交
流
会
を
通
し
て
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、つ
な
が
り
を
深
め
、地
域
貢
献
で
き

る
事
業
所
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

地
域
交
流
会



　11月6日に伊那自動車教習所のご協力のもと、「人を乗せて運転をする心得」を学ぶ講話や、実際に人を乗せながら運転し、指
導員からアドバイスを受ける技能講習を行い、運転ボランティアを行っている方やこれから運転ボランティアを始めてみたい方、
5名が受講しました。

　伊那市社協では今後も買い物・移動支援を通して、地域の方々が安心して暮らせる地域づくりのお手伝いをしていきますので
お気軽にご相談ください。また地域で運転ボランティアをしてみたい方からのご相談もお待ちしております。

受講者の感想・ご意見

講習会の中で指摘される
注意点が多いようなら
運転ボランティア

を辞めようと思っていた。しかし、
①運転をするときは携帯の電源を切る。

②シートベルトの確認をする。
③停車するときに

前の車との間隔を少し広くする。
の３点のみであったため、
まだ運転ボランティアを

継続したい。

送迎ボランティアを
始めて３年目になる。
今回の講習会を受けて

改めて人を乗せて運転する上で
安全意識を持つことの
重要性を学んだ。

今後も運転ボランティアを
続けていきたい。

運転ボランティアをしている方は
今回の様な

安全運転講習会を受けると
安全意識が高まり良いと思う。

運転の指導をしていただいて
自分では気が付かない

運転の癖に気が付くことができた。
利用者の方々に

安心して乗っていただけるようにしたい。
今回の様な講習の機会があり、

ありがたかった。

令和７年度　買い物・移動支援地域づくりネットワーク会議
「運転ボランティア安全運転講習会」

を開催しました！

問合せ 伊那市社会福祉協議会　地域福祉係　TEL．73-2544（担当：湯澤・正田）
ゆざわ しょうだ
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
つ
ろ
ぎ
の
家

（
高
遠
町
長
藤
）で
は
、地
域
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

に
加
え
、地
域
の
方
や
利
用
者
の
ご
家
族
を
お

誘
い
し
、「
飯
田
短
期
大
学
よ
さ
こ
い
サ
ー
ク

ル・合
唱
部
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
発
表
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、地
域
交
流
会
の
開

催
は
控
え
、行
事
は
内
部
だ
け
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、今
回
は
久
し
ぶ
り
に
地
域
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
い
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、直
接

触
れ
合
っ
て
交
流
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、大

変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
よ
さ
こ
い
の
発
表
で
は
、振
り
付
け
を
教
え

て
も
ら
っ
て
一
緒
に
手
を
動
か
し
た
り
、学
生

さ
ん
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
た
り
、元
気
い
っ
ぱ
い

の
踊
り
や
歌
に
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
も
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、活
気
に
満
ち
た
1
日
で
し
た
。

　
地
域
交
流
会
を
通
し
て
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、つ
な
が
り
を
深
め
、地
域
貢
献
で
き

る
事
業
所
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

教習車を運転しての技能講習 「人を乗せて運転をする心得」等を学ぶ講話
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ヒト・モノ・コトが混ざり合い、ゆるやかなトキの中でつながる
「まちの縁側」

　伊那市社会福祉協議会では、日常的につながりを感じられる居場所を「まちの縁側」として認定しています。まち
の縁側は、場所、対象者、内容を限定せず、お互いを認め合える場所です。まちの縁側作りは平成27年から取り組
みを始め、これまでに94ヶ所が認定されています。
　「まちの縁側」には自宅のお庭、地域のサロン、飲食店、公民館、公園、里山などの様々な場所があります。
　縁側No.94　越庵(こしあん)では、個人のお宅に友人や知人が集まりレコード鑑賞をしたり観葉植物を愛でな
がら、「趣味を通じて出会った人との輪を広げていきたい」と人生を豊かに楽しんでいます。
　伊那市社協では、「つながりのきっかけを作ろう」という気持ちのある方の縁側作りをお手伝いします。また、すで
にある自然に生まれた地域のつながりも「まちの縁側」です。地域にある「まちの縁側」もぜひご紹介ください。一
緒にまちの縁側を広げていきましょう！！

問合せ 伊那市社会福祉協議会　地域福祉係
TEL.73-2544　（担当：浦山・三浦）

うらやま みうら

問合せ 伊那市社会福祉協議会　伊那市ボランティア・地域活動応援センター
TEL.73-2544　FAX.98-0363

L e t ' s 　c h a l l e n g e 　！ ！ 　

ボランティア

A.人とのお付き合いを大切にするあなた → 子ども食堂・見守り活動・学習支援ボランティア等
B.体を動かすのが好きなあなた → 地域清掃・災害支援・介護ボランティア・イベント手伝い等
C.自分の特技を活かせるあなた → 手話・点字・料理・絵手紙教室等
D.時間はないけど何かしたいあなた → 収集ボランティア・手芸品づくり・花や植木づくり等

みんなも
やってみよう 何かボランティア活動をしてみようとお考えの皆さん！ 

このチャートであなたにピッタリの活動を探してみてください。

決めた事は最後まで
やりきる

部屋はいつも
片付いている

家にいるより外で
活動する方が好き

凝りだしたら
止まらない

人が喜んでいると
自分も嬉しくなる

今熱中している
ことがある

企画するのが好き

どんな人でも
仲良くなれる ふれあい派

A

行動派
B

個性派
C

コツコツ派
D

人前にでること
に抵抗がない

特技（得意）が
ある

時間に
余裕がない

YES
スタート

NO

No.94（越庵）の看板交付を行いました！
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保育園の入園準備品の注文受け付けます

ふくだ

　保育園の入園準備はお済みですか？　絵本袋や着がえ袋など、心を込めて手作りします。ぜひ、ご利用ください。

問合せ 障害者多機能型事業所　輪っこはうす・コスモスの家
TEL.76-3390(担当：伊藤・久保村)

※生地の持ち込みにて、ご注文を承ります。まずはお電話にてお気軽にご相談ください。
※福祉まちづくりセンター1階の“喫茶コスモス”でも限定販売しています。

いとう くぼむら

春のフードドライブキャンペーン

問合せ 伊那市社会福祉協議会　フードバンクいな
TEL.73-2544(担当：福田)

2月2日(月)～2月27日(金)
(土日祝日は除く)
午前8時30分～午後5時15分
伊那市福祉まちづくりセンター
ふれあい～な　１階　エントランス
専用のＢＯＸがあります

期 間

時 間
場 所

　ご自宅に眠っている食料品をご寄付していただくフードドライブ(食品寄付活動)を実施します。市内で実施してい
る子ども食堂で使用するとともに、伊那市生活就労支援センター（まいさぽ伊那市）や、ご寄付していただいた食料品
を無料で提供する活動(フードパントリー)を通じて食料を必要としている世帯への支援等に活用します。

市報1月号「ふくしいな」にて誤りがありましたので以下の通り訂正いたします。
「令和7年度 赤い羽根共同募金 街頭募金実施のご報告」
（誤）街頭募金額148,900円　→　（正）街頭募金額156,677円

次の条件を満たすようお願いします。
〇賞味期限が明記(砂糖、塩を除く)され、２か月以
上あるもの

〇未開封のもの
〇包装や外装が破損していないもの
〇生鮮食品以外の常温保存できるもの
〇日本の食品表示ラベルのあるもの(アレルギー
対策のため)

〇お米は令和7年度･
　令和6年度産、
　精白米は３か月以内のもの

ご寄付いただきたい食品
〇米　〇炊き込みご飯の素　〇調味料
〇レトルト食品　〇缶詰(シーチキンなど)
〇カップ麺・袋麺
〇乾麺(スパゲッティーなど)
〇カレールー(甘口)・シチュールー　など

・絵本袋 ・お弁当袋 ・着替え袋
・コップ袋　など
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市税の納付は、納め忘れのない「口座振替」が便利です。

伊那市の総人口

【 世帯：28,936世帯 】
64,499人

※令和8年1月1日現在
2月の納税 3月２日（月）が納期限です。固定資産税…４期 国民健康保険税…９期

伊那市公式
ホームページは

こちらから

P H O T O  N E W S 地域の話題を写真で紹介します

フォトニュース

組合員・地域のみなさまへ （株）グレースはJA上伊那の協同会社です。組合員・地域のみなさまへ （株）グレースはJA上伊那の協同会社です。

0120-88-1409本社：伊那市東春近車屋207　https://grace-ja.com/

病院・施設へのお迎え、葬儀打ち合わせは 24時間365日受付 虹のホール伊那・花桃
伊那市東春近車屋207

通夜安置室あり

虹のホール 高遠
伊那市高遠町小原736-1

通夜安置室あり

虹のホール 竜西
南箕輪村神子柴8743-1

通夜安置室あり

葬儀・法事のことなら葬儀・法事のことならグレースグレースへ。へ。葬儀・法事のことならグレースへ。
随時受付中
9：00～16：00

事前相 談

市はオーガニックビレッジ宣言に基づき、市内全小中学校の
給食に約1か月間、有機米を提供しました。生産者による出前
授業では、雑草対策やお米1粒から千粒が実る話に児童は
興味津々でした。給食で実際に有機米を味わうと、「もちもち
でおいしい」「つやつやしている」と笑顔が広がりました。

学校給食に有機米を提供 美篶小学校

児童が味わう自然と人にやさしいお米 12/3 水

高遠高校芸術文化コースの書道専攻生13人が、高遠小
学校4年生に書き初めを指導しました。「生きる力」の文字に
挑戦し、高校生が1人1人に筆づかいや字形のコツを丁寧に
アドバイス。書き上げた作品を見比べ、児童は上達を実感し
ていました。

高校生が小学生に書き初め指導 高遠小学校

高遠でつなぐ書道の技術 12/8 月

　高遠城に江戸時代後期にあったとされる庭園遺構の発掘
調査を行いました。この日現地説明会が開かれ、市内外から
約70人が参加。池跡や石組、中島、柱穴などを見学し、江戸
時代の絵図と見比べながら、かつての庭園の姿に思いをはせ
ていました。発掘調査は来年度以降も継続的に行う予定です。

発掘調査現地説明会 史跡高遠城跡 南曲輪

江戸時代後期の庭園にせまる 12/13 土

霜町実業団が企画したスカイランタンイベントが初開催され
ました。参加者はランタンに絵やメッセージを書き、赤・緑・オレ
ンジのLEDを付けたランタンを完成させました。クリスマス
カラーのランタンが浮かび上がると、会場は幻想的な空間に
包まれ、参加者から歓声が響きました。

霜町クリスマス 高遠町総合福祉センター やますそ

幻想的な光に包まれて 12/20 土


